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関西学院大学水上競技部競泳パートは、昨シーズン、「関西学生選手権男子総合２位、女

子総合 45 点」「日本学生選手権突破率 65%、総合得点 20 点獲得」という目標を掲げまし

た。関西学生選手権では、男子は大阪体育大学に惜しくも敗れ 3 位、女子は１部 8 位の総

合 24 点という結果となり、目標には届きませんでした。日本学生選手権では、個人種目で

のＢ決勝以上への進出はなかったものの、男子 4×100m フリーリレーでは、1 泳を泳いだ

３年生の清水がベストタイという好タイムで勢いづけ、2 泳と 3 泳の中谷、丸山が２年生な

がらに他に引けを取らぬ泳ぎで奮闘しました。アンカーを泳いだ自由形短距離エースでラ

ストイヤーの久世が驚異の追い上げを見せ、B 決勝進出を果たしました。B 決勝では、清水

が 1 泳で自己ベストを更新し、その後、3 人とも予選からタイムを上げ、順位も上げること

ができました。結果、昨年よりも 3 点多く総合点を獲得しました。また、今大会は 4 回生を

中心に応援で盛り上げたことで、チームとしての一体感が感じられました。しかし、多くの

選手が全国大会で結果を残すことの難しさを感じ、来年度への強い想いと共に会場を後に

しました。 

今シーズンは、「勝つべき舞台で勝てるチーム」を目指し、「戦」という目標を掲げ、

KGUST2025 をスタートさせてまいります。清水歩空新主将の下、チーム意識や競技力の向

上を目指し、精一杯取り組んで参ります。今夏に KGUST 全員が輝く姿を楽しみにしてい

て下さい。 

 

水球パートは、本年度、強力な新戦力である 1 年生を迎えパワーアップして関西学生選手

権に向けて準備を整え練習に励みました。 

本年度はインカレに出場するという目標を掲げ、挑んだ関西学生選手権でしたが、結果は 3

位。日本学生選手権出場圏内の 2 位以内にはなれず、あと一歩のところで出場を逃しまし

た。しかし、昨年度に比べ確実に力はついてきていると証明出来る結果を残せたと思います。 

来年度は、関西学生選手権を制し、日本学生選手権に出場することを目標に日々、精進して

参ります。応援のほどよろしくお願いいたします。 

 

 

さて、『弦泳第 38 号』をお届けいたします。水上競技部の活動や様子がお伝え出来ればと

思います。また、至らない点も多々あるとは存じますが、何卒ご理解の程よろしくお願い申

し上げます。ＯＢ・ＯＧの諸先輩方をはじめ、多くの皆様に楽しんで読んで頂けますよう願

っております。 
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ご挨拶 

 

 

弦泳会会長 田口明宏 

 

弦泳会会員の皆様、平素は水上競技部並びに弦泳会の活動に、ご理解とご協力を賜り誠にあ

りがとうございます。 

 関西学院大学水上競技部は、現役選手自ら練習メニューを考え、選手・マネージャーが一

体となって、チームの目標、個人の目標に向かって精進を重ねております。毎年新体制とな

った時にキックオフミーティングが競泳・水球合同で行われます。そのなかで、新幹部がま

とめ上げた「KGUST 方針書」と「KGUST の基本方針と部員の心得」が発表されます。普

遍的なチームの目標は「競技力の向上と人間的成長」、チームモットーは「Zeal in Holy Stroke」

です。そして毎年新幹部による精神目標と競技目標が発表されます。この目標のもと現役部

員が一つにまとまり、かつ、モチベーションを持ち続ける素晴らしいものとなっており、こ

れぞ関学！と誇れるものです。 

 さらに 4 月より新しく競泳監督として、清水健次郎氏が就任されました。選手一人ひと

りを信じ指導される姿勢にとても心強く期待しております。 

 さて、弦泳会の活動におきましては、北村公一先輩が弦泳会会長、水上競技部監督、総監

督として、創部 100 周年式典、KGAD 加入、早関戦 100 周年記念大会と数々の大任を果た

されました。北村公一先輩ならではの細部にわたる気配りと準備力があっての成功であっ

たと心から感謝いたしております。 

 そして、9 月 9 日に早稲田大学のプールにおきまして、日本最古の大学対抗水上競技会で

ある早関戦の 100 周年記念大会を開催することができました。弦泳会会員の皆様から多大

なるご支援をいただきましてありがとうございました。当日は多くの弦泳会会員の方もお

越しいただき、盛大な記念大会となりました。戦績は、男子が僅差で早稲田大学、女子は早

稲田大学、総合も早稲田大学の勝利となりましたが、パリオリンピック出場選手をはじめ、

両校とも真剣なレースを拝見することができしました。この試合と試合後の懇親会は、両校

の選手同士で打ち合わせを重ね、当日も選手たちで運営したものです。本当に心から感動い

たしました。早稲田大学の OB 会の方々からも定期的に開催してほしいと希望されており、

ぜひ弦泳会もそのために支援を続けてまいりたいと思いますので、ご協力よろしくお願い

致します。 

これから弦泳会は、幹事の若手メンバーも増やし、より現役ファーストの体制で臨んでま

いりたいと思いますので、今後ともご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。 
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ご挨拶 

 

 

水上競技部長 岡田太志 

 

 

 創部 106 年となる今年の活動も、幹部学年である４年生を中心に立派な戦績を遺すこと

ができました。またわが国で最も古い大学対抗戦のひとつである早関戦が 100 周年を記念

して早稲田大学所沢キャンパスアクアアリーナで開催されました。今年の活動も、関西学院

を改めて覚え、関西学院に連なるわれわれに感動を与えてくれる内容と学びであり、われわ

れの誇りとなりました。これらは、何よりも弦泳会田口明宏会長はじめ弦泳会会員の皆様方

による日頃からの陰に陽にわかるご支援とご尽力の賜物であり、改めて深く感謝申し上げ

る次第です。誠にありがとうございました。 

 個々の現役部員の皆さんにとって、この１年の活動は、どのようなものだったのでしょう

か。特に卒業していかれる４年生は、新型コロナウイルス感染症の影響で高校３年次の競技

会は多く中止となり、入学後１年間、部活動は制約され、プールにさえ入れぬ悔しさも経験

しました。こうした事態は、部としても個としても、「本当に大切なもの、部としてのあり

方」を否応なく考えさせられ、多くの「気づき」が与えられ考える機会になりました。現在、

水上競技部は関学体育会 42 部の模範として体育会を代表する部のひとつであり、そうした

活動をされている現役部員の皆さんは、こうした水上競技部での「気づき」と「学び」をさ

らなる「成長」の糧とされ、社会人として活躍されていかれるに違いないと確信とともに祈

念するところです。 

 2019 年度に始まった「Academic Eligibility for KG athletes（関西学院大学体育会員に関

する対外試合出場のための資格制度）」、続いて、2021 年に設立された「KGAD（Kwansei 

Gakuin University Athletic Department、関西学院大学競技スポーツ局）」に象徴される通り、

関西学院大学体育会は、一大改革の真っただ中にあります。それは明治以降 100 年を超え

る大学スポーツ、アマチュアスポーツについて、そのあり方が社会的にも厳しく問われる時

代にあって、関西学院大学が考える大学スポーツのあり方、関学モデル（ＫＧモデル）を示

そうとする挑戦です。競泳パートに続き、水球パートもＫＧＡＤ加盟と水上競技部としての

体制が整いました。まだまだ暫くは、生みの苦しみや運営の苦しみが続くに違いないと予想

しますが、種々改正もされながら、やがては、大学スポーツのあり方として社会的に認めら

れるまでに育っていくに違いないと期待しているところです。 

 この間、北村公一様には、総監督として陰に陽に献身的なご尽力を賜り続けました。ここ

にすべてを列挙することは叶いませんが、競泳パート・水球パートのＫＧＡＤへの加盟、伝
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統ある早関戦の復活、競泳パート清水監督・水球パート田中監督による新体制の構築、他、

日 頃 か ら た い へ ん な ご 尽 力 を 賜 り ま し た 。 "Mastery for Service" 、 "NOBLE 

STUBBORNNESS"をまさに体現されるそのお姿、現役部員と保護者の皆様を想われるその

お姿と愛情は、今後、部員の皆さんに引き継いでいかれるに違いないと、確信ともにこの場

をお借りして厚く御礼申し上げる次第です。誠にありがとうございました。 

わが部のモットーは"Zeal in Holy Stroke"です。水上競技部は、引き続き関学体育会のト

ップグループとして活動していきたいところです。そのためには、関学・体育会・水上競技

部のモットーそれぞれの意味は何なのか、そこにはどのような想いや哲学が込められてい

るのか。現役の皆さんは、それらを「常に問い・考え・自ら意味付け」ていく。そうした作

業こそが、競技力の向上と人間的成長に繋がる大元のひとつになると信じるところです。 

 現役生の皆さん、神学者 Reinhold Niebuhr(1892-1971)が以下の祈りの言葉を遺していま

す。活動の参考までに掲載させていただきます。 

 God, give us grace to accept with serenity the things  

that cannot be changed, 

Courage to change the things which should be changed, 

and the Wisdom to distinguish the one from the other. 

 主よ、どうしても変えることのできないものについては、それを静かに受け容れる品格

（心の平和）をお与え下さい。 

変えるべきことについては、それを変えていく勇気をお与え下さい。 

そして変えることのできないものと変えるべきものとを見分ける叡智をお与えください。 

 最後となりましたが、改めて弦泳会会員の皆様方の日頃からのご支援に心から感謝申し

上げるとともに、引き続き水上競技部へのご支援とご鞭撻を賜りますよう、なにとぞ宜しく

お願い申し上げます。 
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今後の競泳パートについて 

 

競泳パート 監督 清水 健次郎 

 

 

 2024 年 4 月 1 日より競泳パート監督に就任いたしました、1999 年商学部卒業の清水健

次郎と申します。平素は水上競技部の活動にご理解とご支援、ご協力を賜りまして誠にあり

がとうございます。 

 今シーズンは 9 月に第 100 回 日本学生選手権水泳競技大会（インカレ）及びその翌日に

早関戦 100 周年記念大会が開催され、水上競技部にとって記念すべき節目のシーズンとな

りました。特に早関戦 100 周年記念大会の開催にあたりましては、弦泳会会員様の多大な

るご支援をくださいまして、改めましてありがとうございました。大会の結果、振り返り等

は是非各ページをご参照ください。 

 就任して今シーズンを振り返って一番感じたことは、特に全国の舞台において、我々は

様々な角度から見てもまだまだ勝負させてもらえていないという現状です。 

トップチームはウォーミングアップ、会場やレース前のルーティン等、応援も含め勝つメソ

ッドを確立しており、更にはトップ選手はそれを自分なりに個々に落とし込んでいます。体

格も一回り二回り大きく、水中での低抵抗を前提とした上で、フォームはプルで最も推進す

る局面以外は基本脱力しており、フィニッシュまでキックが最後まで効き、ボディポジショ

ンが高いまま体幹も姿勢を崩さず冷静に泳ぎ切ります。 

 これは常に練習からレースを限りなく具体的に意識してイメージしているからこそ本番

のレースで再現できていると考えております。 

 本学はまだまだその再現性を高められるチームと考えております。長水路プール練習で

なくてもレースを想定してできることはたくさんありますし、基本は学生主体の活動を尊

重しながら、私の知識や経験を総動員して改善できる部分、高められる部分をサポートした

いと考えております。 

 インカレや日本選手権といった大舞台でも、レースを想定した日々の修練を余すことな

く再現し、能力を出し切って、一人一人が自ら考え個別最適化して、確りと勝てる組織にな

るようにチームビルディングを行いたいと考えています。今後とも更なるご支援とご指導

ご鞭撻のほど何卒よろしくお願い申し上げます。 
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昨シーズンを振り返って 

 

 

水球パート 監督 田中 洋佑 

 

 

２０２４年シーズンは、KGAD へ加盟し、さらには大激闘の関西学生リーグ、そして早

関戦の開催と例年に比べ中身の濃い１年でありました。 

 

 まず、関西学生リーグは最終順位３位となり、インカレ出場にわずかに届きませんでした。

昨シーズンからほぼ選手が変わらなかったこと、さらには有望な１年生の入部などもあり、

水球関係者からは「優勝も目指せる戦力では」という声までいただきました。学生リーグ三

週間前の京都選手権では、立命館大学に私の長い関学水球人生で初めて勝利しました。しっ

かり力で勝ち切った素晴らしい勝利でした。 

 そうして、迎えた関西学生リーグ。決勝リーグでの龍谷戦、神大戦は忘れられない試合と

なりました。相手のミスをしっかり拾い、竹中のナイスキーパーも続き、4 ピリ目残り 37

秒一点差リードでマイボール。さあ、どこでタイムアウトを取るか、まだあとうちには２回

ある。プールのなかから確か津田が「タイムアウト！」と叫ぶ声が聞こえました。すぐに押

して、残り時間でやることを確認。「オーバー10 秒くらいでもう一回押してください。」と

中元から要望が出て、オッケーを出しました。予定どおりもう一回押して、30 秒使い切り、

残り７秒。実は予選リーグで同じ展開でやられていました。学生内で作戦を確認。相手のエ

ースをしっかりマーク。相手がミドルを打ってきた。高い、外れた！「よっしゃあー！」学

生たちが抱き合い、喜びをあげていました。 

暑い暑い日でした。激闘を終えたのも束の間、同じ日にもう１試合神大戦が残っていまし

た。「この暑い日にあの試合を終えて外のプールでもう１試合。学生らの体力、気力が持つ

か。しかも神大は今日うちとの１試合だけやんか。」負けたら、インカレは厳しくなる。悪

い予感が的中し、前半は神大ペースでまさかの３点リードされて２ピリを終えました。しか

も 3 ピリ早々に津田が２退目をしました。これはやばい、と思いましたが、そこから怒涛の

反撃。4 ピリを終えて残り 32 秒で 1 点リードでマイボール。また龍谷戦と同じ展開。30 秒

使い切って、敵ボールなるも、これを守りきり、インカレに大きく進みました。２試合とも

「NOBLE STUBBONESS」を体現できた素晴らしい試合でした。わずか 3 年前は部員もカ

ツカツで確か３０点差くらい広げられて負けた相手でした。４年生を中心に結束し、チーム

がここまで大きくなったものだと感動しました。しかも龍谷対立命がペナルティ合戦にな

ったため、うちが勝ち点で優位な立場になりました。立命戦に勝てば悲願のインカレ。 
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１週間後の立命戦。場所は変わってラクタブドーム。実は落ち着かなくて、試合開始４時

間前から会場に着きました。昼飯も食べる気にならず、ウイダーを流し込みました。現役時

代はあまり緊張しなかった私ですが、指導者になると緊張するようになりました。試合開始。

カウンター攻撃を喰らいまくり、立命ペースで試合が進む。いつもの通りスロースターター

やし、今日は慎重になり過ぎている。後半になれば大丈夫。と信じていました。でもラスト

4 ピリ目に決めるべきところで決められず、敗北。試合終了後、選手たちの涙を見て、私も

涙が止まりませんでした。この試合は 4 ピリを通じて選手の硬さがあったような気がしま

した。私としても指導者としての力不足を感じました。 

 関西学生リーグは、このように悔しい結果となりましたが、次年度に向けて現役生は気持

ち新たに来年に向けて取り組んでおります。びわスポ、龍谷、立命、そして関学の 4 校の力

は拮抗していることから、来年度の目標はインカレ出場ではなく、関西制覇してインカレ出

場としました。そしてチームの目指す姿として、普段の練習、そして活動から「何のために

やっているのか」を理解すること、そして当たり前のことを当たり前にできる「凡事徹底」

を成し遂げられるチームを目指すこととなりました。学生たちの柔らかく賢い頭で遂行さ

れるよう今後もサポートしていきたいと思います。 

 

今年はさらに早関戦も開催されました。大学、また OB、OG の皆様のご支援により、こ

の度無事開催できました。改めて皆様に感謝申し上げます。歴然とした力の差があるにも関

わらず、今回の大会と事前の練習を快く受け入れていただいた早稲田大学さんには本当に

頭が上がりません。今回開催し、改めて思いましたのは、水球の基礎的な力が本校はまだま

だ足りていないということです。早稲田大学さんとの対抗戦には深い歴史があります。お互

いの関係者どうしが親睦があることはもちろん大前提ですが、単にそれだけでは対抗戦は

維持できません。我々も早稲田のレベルを目指していき、喰らいついていくような戦いを目

指していきたかったのですが、そこまでのレベルまでいけなかったのは残念です。早稲田大

学はパワー、スピード、シュートとも全てにおいて高いレベルにあり、うちには関西でも有

数の選手もいますが、簡単にやられてしまうほど力の差は歴然としていました。この差は短

期間で縮められるものではありません。本校がさらに上に行くには、長期的な徹底した鍛錬

と人間力の成長が必要かと思います。繰り返しになりますが、凡事徹底が遂行できるかに掛

かっているのです。ただし、学生リーグで悔しい結果に終わった四年生が最後に素晴らしい

相手と試合でき、それぞれに見せどころができたのは特筆すべきことでした。 

  

 さて、水球パートでは今年４月に KGAD へ正式に加盟しました。これまでの課外活動か

ら正課外活動へと移行され、さらに質の高い活動が求められております。学生主体であるこ

とは大前提にしながら、そこに我々社会人指導者が学生たちとの積極的なコミュニケーシ

ョンが求められております。私、岡田コーチ、荒木コーチの３名で月 5 日の現場指導を何と
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か成し遂げております。これとは別にオンラインでさらに月 5 日学生とコミュニケーショ

ンをとっております。まだまだ手探りなところもありますが、コミュニケーションを重ねる

ごとに、選手たちは主体性や組織の動かし方、チームへの伝え方など、成長が見られます、 

さらには９月から社会貢献活動として、「武庫之荘水球教室」様へのサポートも行っており

ます。安全面にも配慮しながら準備し、子どもたちと交流する本活動は必ず学生の成長に繋

がっていると感じています。さらなる活動の充実を図り、「Mastery for service」 を体現で

きるチームを目指してまいります。 

  

  

我が関学水球は皆様のご支援のもと、関西の頂点を目指せるチームとなりました。次年度

こそ悲願の関西制覇を成し遂げたいと思っております。ただ、長期的に見ますとスポーツ選

抜入試の縮小傾向やコンプライアンス問題など厳しい課題もございます。我々が末永く、関

西の水球界をひっぱり、また社会に貢献できる人材を輩出できるチームとなれるよう、関係

者の皆様、OB、OG の皆様には引き続き熱いご支援をお願いしまして、ご挨拶とさせてい

ただきます。 
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昨シーズンを振り返って 

 

 

競泳前主将 田中 一路 

 

今年度の KGUST は、精神目標に「Lycaon(リカオン)」を掲げ、昨年の 9 月から人間力

と競技力、両方の向上に努めてまいりました。「関西学生選手権男子 2 位死守、女子総合 45

点獲得、日本学生選手権総合 20 点獲得」という競技目標を掲げ、日々の練習に打ち込んで

まいりました。結果として、これらの目標全てを達成することは叶いませんでした。主将と

しては力及ばず、チームを最高の結果に導くことができず残念でした。しかし、私の人生の

中でこの一年は、最も有意義な時間であったと感じています。この一年の想いについてお話

しさせていただければと存じます。 

我々105 期生は、コロナ禍と通常の学生生活、両方を体験することができました。無くな

っていた伝統の復刻から新たな挑戦まで、常にイベントの尽きない年だったと思います。ま

ず、ボランティア活動として、地域の水泳部に所属する中学生に向けて水泳を教える活動を

始めました。本当に 0 から 1 を作る作業であったため、形になるまでは期待以上に不安も

ありました。私が無茶振りで指名したボランティア CEO の山田を中心に毎月のイベントと

して成り立った時、子どもたちの楽しそうな姿を見てとてもやりがいを感じました。 

そして、この代といえば早関戦の復活という一大イベントがありました。準備期間は 1 年

以上で、早稲田大学さんとの綿密な打ち合わせを通して主将、主務、会計、OB の方々を中

心に作り上げました。最初は、実力差を考えるとお互い楽しめるものになるのか不安が大き

かったです。正直、結構みんな乗り気ではなかったです。しかし、計画を練り、ルールだけ

でなく楽しめる人が公平になるように試行錯誤をしました。結果的には当日楽しそうにし

ている人が多く、復活させて良かったと感じました。また、大がかりなイベントであったた

め、当日まで円滑に進めることができるか心配だらけだったこともあり、終わった時には誰

よりも水泳部をやり切ったと感じることができたと思います。 

チームがスタートする時、「心の底から応援し合えるチーム」というのが私たちの学年全

員が共通で志した目標でした。シーズンが進むにつれ、応援していない人が目立つくらい応

援に積極的な人が増えました。リレーでの関学記録更新やインカレ B 決勝進出という成果

は、我々が志した思いを形にしてくれたものだと思います。 
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ここからは、私が率いるチームに居てくれた仲間たちへの想いを書かせていただきます。

私はこれまでの主将の中では 1 番普段ふざけていて、威厳などはなかったと思いますし、

競技力も近畿から外へ出れば中くらいの選手でした。振り返ると、私が主将になったことに

よって我慢させてしまった人もいたと思います。それでも、この水泳部で水泳という競技、

部活という組織に本気で向き合ってくれたみんなには感謝しかありません。みんなのこと

を考えない日はなかったですし、水泳も部員も本当に愛していました。愛を持って部活を運

営できたのはみんなのおかげです。私の元でこの一年、どんな時も一緒に戦ってくれてあり

がとう。 

最後となりましたが、北村総監督、田口 OB 会長をはじめとする OB・OG の皆様のご支

援により、日々の練習、部の運営を円滑に進めることが可能となっております。この場をお

借りして感謝御礼申し上げます。今後とも KGUST のご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願

い申し上げます。 
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昨シーズンの振り返り 

 

 

水球前主将 竹中 柊 

 

 

昨シーズンは、一部昇格という良い流れを途切れさせることなく、インカレ出場を目指し

て練習に励んだものの惜しくも 3 位という結果に終わりました。目標は叶わなかったもの

の、この 1 年を通してチームとしての成長を日々感じることが出来ました。また、上位 2 校

との差はほとんどなく、今後は更なる成長を遂げ、関西制覇を成し遂げるチームになると確

信しています。 

2 年前の関西学生選手権では 2 部リーグ 3 位という順位で、インカレ出場は程遠い状況で

した。ここまでチームとしてレベルを上げることが出来たのは、OB,OG の皆様のご支援の

賜物であると感じております。また、昨シーズンは早関戦も開催することができ、早稲田大

学様との良好な関係を築くことが出来ました。これもまた、OB,OG の皆様のご支援なしで

は叶わなかったことと思います。厚く御礼申し上げます。 

今シーズンは昨シーズン以上の目標を掲げ、練習に取り組むことと思います。今後とも、

KGUST 及び水球パートのご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます 
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「2025 年度 抱負」 

 

 

 

競泳主将 清水 歩空 

 

 

 KGUST2025 競泳パートでは、精神目標に「戦（いくさ）」を掲げ、関西学生選手権「男

子 2 位奪還、男女ベスト率 80%」、日本学生選手権「総合 20 点獲得、ベスト率 100%」に

向けて、日々の鍛錬に励みます。精神目標である「戦」を通して、試合だけでなく日々の練

習から勝ちにこだわり勝負し、「勝つべき舞台で勝てるチーム」を目標に戦っていきます。 

そして、スクールモットーである Mastery for Service、水上競技部の Zeal in Holy Stroke

を体現できる人間になるために、揺らぐことのない人間性、高い競技力を兼ね備えた部員が

集う団体として、１年間歩を進める所存です。 

昨年度の田中主将が率いる KGUST の目標は、「Lycaon（リカオン）」でした。チームの一

体感を武器に、集団になったとき大きな力を発揮し、全員が人を思いやることのできるチー

ムを目標に歩まれました。田中主将は、優れた競技力、持ち前のユーモアでチームを牽引し

てくださいました。私も競技力だけでなく魅力のある人間になり、「Lycaon」を今後も継続

して、現役・OB・OG を含めた「TEAM KGUST」を作り上げていきたいと思います。そ

のためのお手本となれるよう、選手及び主将として精進して参ります。 

 私が主将・リーダーとして高校時代から大切にしている米国人起業家でイギリスの高級

百貨店チェーン「Selfridges」の創業者 H・ゴードン・セルフリッジの言葉を記載させてい

ただきます。 

 

ボスは部下を追い立てる。    リーダーは人を導く。 

ボスは権威に頼る。       リーダーは志、善意に頼る。 

ボスは恐怖を吹き込む。     リーダーは熱意を吹き込む。 

ボスは私という。        リーダーは我々という。 

ボスは時間通りに来いという。  リーダーは時間前に行って待っている。 

ボスは仕事を命じる。      リーダーは自ら模範を示す。 

ボスは失敗の責任を負わせる。  リーダーは黙って失敗を処理する。 

ボスはやり方を胸に秘める。   リーダーはやり方を具体的に教える 

ボスは仕事を苦役に変える。   リーダーは仕事をゲームに変える。 

ボスはやれという。       リーダーはやろうという。 
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この言葉の対比から、ボスは自身の成果を上げることにフォーカスしており、リーダーは

チームの成果を上げることにフォーカスしている、ということがわかります。私は、組織を

引っ張る者として、ボスではなくリーダーでありたいと思います。KGUST は非常に個性に

溢れたチームです。その全ての個性が良い意味で爆発した時、とてつもない力を発揮するチ

ームであると信じています。そして、全員が自分らしく、自身を主役だと思って過ごせる環

境を創り出すことのできる安心感のある主将として使命を全うします。 

最後になりましたが、清水監督を始めとする OB・OG の方々のご支援によって、我々水

上競技部は活発に活動することができております。この場を借りて感謝御礼申し上げます。

今シーズンも部員一同、誠心誠意活動に励みます。今後とも変わらぬご指導、ご鞭撻の程、

宜しくお願い申し上げます。 

  



Ⅱ．弦泳会会員活動報告 

 

＜競泳パート＞ 

 

１．国際大会代表選考会 

開催日 : 2024/3/17(日)~2024/3/24(日) 

会場：東京アクアティクスセンター 

 

 

☆自己ベスト更新者  ★学院記録更新者 

種目 男女 氏名 学年 予/決 記録 順位 備考 

200m 平泳ぎ 男子 重塚 笙 2 予 2.16.74 53   

 

観戦記 

重塚 笙 

  

4 年に 1 回に開催される代表選考会に出場をすることができ、非常に良い経験をさせていただいた。だ

が、自分の結果は決して満足のいくものではなかった。大学生や社会人はもちろん、高校生も結果を残し

ているレースと比べると、不甲斐ない結果で終わってしまった自分を非常に悔やんでいる。 

競技者として残り少ない水泳人生を全うするために、これからの練習により励んでいきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

17 

 

２．第 31 回関西学生春季短水路公認記録会 

開催日：2024/4/13(土)～2024/4/14(日)  

会場：京都アクアリーナ 

 

 

  ☆自己ベスト更新者 ★学院記録更新者 

種目 男女 氏名 学年 予/決 記録 順位 備考 

50m 自由形 男子 

田中 駿真 4 タ決 23.73  25   

小嶋 虹佑 3 タ決 23.83  30   

長澤 樹 4 タ決 23.59  17   

清水 歩空 3 タ決 23.35  10   

中谷 志優 2 タ決 23.51  15   

左脇 弘大 1 タ決 23.69  24   

久世 航大 4 タ決 23.21  14   

100m 自由形 

男子 

久世 航大 4 タ決 50.29  6   

中西 考太 2 タ決 52.99  50   

小嶋 虹佑 3 タ決 52.52  45   

長澤 樹 4 タ決 51.64  25   

出羽 晃也 1 タ決 51.31  21   

田中 駿真 4 タ決 51.69  26 ☆ 

中谷 志優 2 タ決 51.11  17   

左脇 弘大 1 タ決 50.82  14   

女子 
天野 百望 4 タ決 56.88  2   

佐野 仁美 4 タ決 1.02.27 26   

200m 自由形 

男子 

村田 季々冬 2 タ決 1.55.17 43 ☆ 

津田 悠生 2 タ決 1.55.49 45   

山田 晃誠 4 タ決 1.51.05 13   

伊藤 寛記 3 タ決 1.54.50 41 ☆ 

丸山 碧斗 2 タ決 1.49.08 4 ☆ 

垣内 柊人 3 タ決 1.51.55 17 ☆ 

出羽 晃也 1 タ決 1.50.32 7   

女子 
佐野 仁美 4 タ決 2.12.95 23   

濵田 莉子 4 タ決 2.06.68 14   

400m 自由形 男子 

津田 悠生 2 タ決 4.19.11 31   

山田 晃誠 4 タ決 3.56.65 10   

垣内 柊人 3 タ決 3.57.21 12 ☆ 

大門 慶吾 4 タ決 3.58.24 14   
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田中 一路 4 タ決 3.54.91 7   

出羽 晃也 1 タ決 3.54.34 5   

1500m 自由形 男子 

丸山 碧斗 2 タ決 16.06.66 4 ☆ 

武本 航士 2 タ決 16.30.86 9 ☆ 

大門 慶吾 4 タ決 15.54.97 3   

100m 背泳ぎ 男子 大平 理登 3 タ決 56.85  15   

200m 背泳ぎ 
男子 村田 季々冬 2 タ決 2.01.36 4   

女子 濵田 莉子 4 タ決 2.18.37 7   

50m 平泳ぎ 男子 
中西 考太 2 タ決 30.23  13   

丸山 碧斗 2 タ決 27.94  2   

100m 平泳ぎ 男子 

八木 大輝 4 タ決 1.02.63 24   

田中 一路 4 タ決 1.01.76 14   

重塚 笙 4 タ決 1.01.08 6   

200m 平泳ぎ 男子 
八木 大輝 4 タ決 2.14.39 16   

重塚 笙 3 タ決 2.12.13 7   

100m バタフライ 
男子 

武本 航志 2 タ決 55.73  24   

濱 享輔 4 タ決 55.70  23   

大平 理登 3 タ決 54.57  14   

田中 廉太郎 1 タ決 53.57  2   

女子 渡瀬 夢花里 3 タ決 1.03.16 9   

200m バタフライ 
男子 

濱 享輔 4 タ決 2.04.40 15   

田中 廉太郎 1 タ決 1.59.66 6   

女子 渡瀬 夢花里 3 タ決 2.15.81 6   

200m 個人メドレー 
男子 

齊藤 瑛 1 タ決 2.03.70 9   

伊藤 寛記 3 タ決 2.08.72 21 ☆ 

森谷郁海 3 タ決 2.00.24 3   

女子 山城 夢芽 3 タ決 2.24.44 14   

400m 個人メドレー 男子 

齊藤 瑛 1 タ決 4.23.30 8   

八木 大輝 4 タ決 4.22.86 6 ☆ 

森谷 郁海 2 タ決 4.21.45 4   

重塚 笙 3 タ決 4.19.99 3   

4×100m 

フリーリレー 

男子 
丸山･大平 

清水･小嶋 
  タ決 3.22.04 1 

  

  

  

  

女子 
天野･濵田 

佐野･渡瀬 
  タ決 3.55.27 2 
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4×100m 

メドレーリレー 
女子 

山城･濵田 

天野･佐野 
  タ決 4.21.89 3 

  

  

  

  

4×200m 

フリーリレー 
女子 

渡瀬･天野 

佐野･山城 
  タ決 8.40.12 5 

  

  

  

  

 

 

観戦記 

齊藤 瑛 

 

今回の試合は、大学に入学後初の試合であったため、緊張の中出場することとなりました。他の選手

がインカレの制限を突破するなど、刺激となるレースが多く、自分には課題が残るレースとなりました。

残りの競技人生を満足のいく物にするために努力します。 
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３．第 12 回関西学生チャンピオンシップ水泳競技大会 

開催日：2024/5/18(土)～2024/5/19(日) 

会場：秋葉山公園県民水泳場 

 

 

☆自己ベスト更新者 ★学院記録更新者 

種目 男女 氏名 学年 予/決 記録 順位 備考 

50m 自由形 

男子 

久世 航大 4 
予選 23.5 5   

決勝 23.62 7   

中谷 志優 2 
予選 23.97 9   

B 決勝 23.92 4   

左脇 弘大 1 
予選 24.13 12   

B 決勝 24.11 7   

長澤 樹 4 予選 24.43 18   

田中 駿真 4 予選 24.43 18   

小嶋 虹佑 3 予選 24.68 28   

女子 天野 百望 4 
予選 27.24 5   

決勝 26.88 6   

100m 自由形 

男子 

清水 歩空 3 
予選 51.6 6   

決勝 51.43 5   

久世 航大 4 
予選 51.62 7   

決勝 51.79 7   

丸山 碧斗 2 
予選 52.39 14   

B 決勝 52.26 3   

中谷 志優 2 
予選 52.42 15   

B 決勝 52.51 7   

左脇 弘大 1 予選 53 22   

伊藤 寛記 3 予選 53.62 32   

田中 駿真 4 予選 53.68 33   

長澤 樹 4 予選 53.72 34   

小嶋 虹佑 3 予選 54.4 49   

津田 悠生 2 予選 54.46 51   

中西 孝太 2 予選 棄権     

女子 
天野 百望 

4 
予選 59.96 10   

天野 百望 B 決勝 58.44 1   
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佐野 仁美 4 予選 棄権 1   

200m 自由形 
男子 

出羽 晃也 1 
予選 1.52.68 6 ☆ 

決勝 1.52.48 6 ☆ 

清水 歩空 3 予選 1.53.06 11   

垣内 柊人 3 予選 1.56.60 22   

伊藤 寛記 3 予選 1.58.78 36   

津田 悠生 2 予選 2.00.47 45   

女子 佐野 仁美 4 予選 棄権     

400m 自由形 男子 

出羽 晃也 1 
予選 4.02.68 5   

決勝 3.57.32 3 ☆ 

山田 晃誠 4 予選 4.06.59 13   

垣内 柊人 3 予選 4.06.98 14   

大門 慶悟 4 予選 4.11.25 18   

1500m 自由形 男子 
山田 晃誠 4 タイム決勝 16.12.56 3 ☆ 

大門 慶悟 4 タイム決勝 16.24.57 4   

100m 背泳ぎ 

男子 

大平 理登 3 
予選 59.04 8   

決勝 58.63 7   

村田 李々冬 2 
予選 59.6 14   

B 決勝 1.00.13 8   

女子 山城 夢芽 3 
予選 1.08.83 15   

B 決勝 1.08.88 8   

200m 背泳ぎ 
男子 村田 李々冬 2 予選 2.10.01 12   

女子 山城 夢芽 3 予選 2.29.71 15   

100m 平泳ぎ 男子 

重塚 笙 3 
予選 1.04.09 13   

B 決勝 1.03.45 3   

丸山 碧斗 2 
予選 1.04.15 15 ☆ 

B 決勝 1.03.81 4 ☆ 

森谷 郁海 2 予選 1.04.57 20 ☆ 

武本 航志 2 予選 1.04.59 23 ☆ 

八木 大輝 4 予選 1.05.91 34   

中西 孝太 2 予選 1.11.38 61   

200m 平泳ぎ 男子 

重塚 笙 3 予選 2.16.50 9   

森谷 郁海 2 予選 2.17.80 10   

八木 大輝 4 予選 2.20.09 17   
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武本 航志 2 予選 2.22.02 27   

100m バタフライ 

男子 
田中 廉汰郎 1 

予選 56.02 14   

B 決勝 55.21 1 ☆ 

濱 享輔 4 予選 57.72 25   

女子 渡瀬 夢花里 3 
予選 1.03.36 8   

決勝 1.02.49 4   

200m バタフライ 

男子 
田中 廉汰郎 1 

予選 2.04.34 8   

決勝 2.03.10 6 ☆ 

濱 享輔 4 予選 2.09.04 16   

女子 渡瀬 夢花里 3 
予選 2.19.30 5   

決勝 2.17.83 4   

200m 個人メドレー 

男子 

田中 一路 4 
予選 2.06.59 6   

決勝 2.05.40 4   

大平 理登 3 
予選 2.07.66 8   

決勝 2.07.44 8   

齊藤 瑛 1 
予選 2.08.36 10   

B 決勝 2.08.20 2   

女子 濵田 莉子 4 
予選 2.24.06 7   

決勝 2.22.40 7 ☆★ 

400m 個人メドレー 

男子 

田中 一路 4 
予選 4.31.94 3   

決勝 4.24.57 2 ☆★ 

齊藤 瑛 1 
予選 4.32.58 5   

決勝 4.31.29 7   

女子 濵田 莉子 4 
予選 5.08.95 6   

決勝 5.07.24 7   

4×100m 

フリーリレー 

男子 
清水・中谷 

左脇・丸山 

  

タイム決勝 3.26.32 4 

  

 

 

 

女子 
天野・濵田 

山城・渡瀬 

  

タイム決勝 4.02.47 6 

  

 

 

 

 

4×200m 

フリーリレー 
男子 

清水・出羽 

田中一・丸山 
  

タイム決勝 7.30.46 2 ★ 
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女子 
濵田・天野 

山城・渡瀬 

  

タイム決勝 8.49.73 5 

  

 

 

 

 

4×100m 

メドレーリレー 

男子 
大平・重塚 

田中廉・久世 
  

タイム決勝 3.48.62 3 

  

 

 

 

 

女子 
山城・濵田 

渡瀬・天野 
  

タイム決勝 4.28.89 7 

  

 

 

 

 

 

観戦記 

出羽 晃也 

 

本大会では、私は個人２種目の自己ベストと 800m リレーの関学記録を更新することができました。

これによって、チームの応援が力に変わると強く実感しました。そして、チームで戦うことの難しさや楽

しさを知り、自分の人生にとって非常に大切な大会となりました。 
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４．第 93 回兵庫県選手権水泳競技大会 

開催日：2024/6/8(土)～2024/6/9(日)  

会場：神戸ポートアイランドスポーツセンター 

 

 

☆自己ベスト更新者 ★学院記録更新者 

種目 男女 氏名 学年 予/決 記録 順位 備考 

50m 自由形 
男子 

中谷 志優 2 
予選 24.09 3   

A 決勝 23.80 4   

左𦚰 弘大 1 
予選 24.13 5   

A 決勝 23.86 5 ☆ 

長澤 樹 4 
予選 24.41 10   

B 決勝 24.28 1   

清水 歩空 3 
予選 24.44 9   

B 決勝 24.30 2   

田中 駿真 4 
予選 24.56 16   

B 決勝 24.50 4   

小嶋 虹佑 3 予選 24.58 17   

女子 天野 百望 4 予選 27.89 21   

100m 自由形 

男子 

清水 歩空 3 
予選 51.75 2   

A 決勝 51.58 3   

左𦚰 弘大 1 
予選 52.15 4   

A 決勝 52.01 4   

中谷 志優 2 
予選 52.22 6   

A 決勝 52.37 7   

大平 理登 3 
予選 52.73 9   

B 決勝 52.70 3   

田中 駿真 4 予選 53.64 18   

長澤 樹 4 予選 53.74 21   

小嶋 虹佑 3 予選 53.83 22   

伊藤 寛記 3 予選 53.90 24   

津田 悠生 2 予選 55.00 41   

石田 拓也 1 予選 56.22 67   

女子 天野 百望 
4 予選 59.29 13   

4 B 決勝 59.28 5   

200m 自由形 男子 出羽 晃也 1 予選 1.52.51 3   
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A 決勝 1.52.77 4   

清水 歩空 3 
予選 1.52.78 4   

A 決勝 棄権     

山田 晃誠 4 
予選 1.56.23 16   

B 決勝 1.56.77 5   

垣内 柊人 3 予選 1.56.50 18   

伊藤 寛記 3 予選 1.58.26 27 ☆ 

津田 悠生 2 予選 2.01.82 39   

400m 自由形 男子 

出羽 晃也 1 
予選 4.02.02 3   

A 決勝 3.59.19 3   

大門 慶悟 4 
予選 4.09.99 11   

B 決勝 4.07.44 1   

垣内 柊人 3 
予選 4.07.88 9   

B 決勝 4.11.12 6   

1500m 自由形 男子 大門 慶悟 4 タ決 16.23.49 3   

100m 背泳ぎ 男子 村田 李々冬 2 
予選 1.00.22 9   

B 決勝 棄権     

200m 背泳ぎ 男子 村田 李々冬 2 
予選 2.10.12 8   

A 決勝 2.10.38 8   

100m 平泳ぎ 男子 

重塚 笙 3 
予選 1.04.25 5   

A 決勝 1.04.06 5   

武本 航志 2 
予選 1.04.58 7 ☆ 

A 決勝 1.04.97 7   

八木 大輝 4 
予選 1.05.78 10   

B 決勝 1.05.48 2   

200m 平泳ぎ 男子 

重塚 笙 3 
予選 2.17.36 3   

A 決勝 2.15.92 3   

八木 大輝 4 
予選 2.20.04 5   

A 決勝 2.19.62 6   

武本 航志 2 
予選 2.20.65 6 ☆ 

A 決勝 2.21.56 7   

100m バタフライ 女子 渡瀬 夢花里 3 
予選 1.04.07 11   

B 決勝 1.03.34 1   

200m バタフライ 

男子 田中 一路 4 
予選 2.05.08 3 ☆ 

A 決勝 2.01.29 1 ☆ 

女子 渡瀬 夢花里 3 
予選 2.19.00 5   

A 決勝 2.18.44 5   
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200m 個人メドレー 男子 

田中 一路 4 
予選 2.07.66 6   

A 決勝 2.05.76 3   

斉藤 瑛 1 
予選 2.08.37 8   

A 決勝 2.09.13 7   

大平 理登 3 
予選 2.11.42 12   

B 決勝 棄権     

400m 個人メドレー 男子 斉藤 瑛 1 
予選 4.30.95 5   

A 決勝 4.34.40 8   

 

 

観戦記 

石田 拓也 

 

今回の試合は、私にとって、大学初めての試合でした。試合の雰囲気が今までとは違い少し緊張し、

いい結果が出ませんでした。しかし、先輩たちの泳ぎを見て、良い刺激を受けたと感じます。大学での

水泳を始める試合であり、チームの雰囲気を知ることができた試合となりました。試合での悔しさと、

先輩たちの泳ぎを糧に、これから練習に励んでいきたいと思います。 
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５．2024 年度大阪府選手権水泳競技大会 

開催日：2024/6/8(土)~2024/6/9(日) 

会場：東和薬品 RACTAB ドーム 

 

 

☆自己ベスト更新者 ★学院記録更新者 

種目 男女 氏名 学年 予/決 記録 順位 備考 

50ｍ自由形 
男子 久世航大 4 

予選 23.5 3   

決勝 23.4 3   

女子 佐野仁美 4 予選 29.74 86   

100ｍ自由形 
男子 久世航大 4 

予選 51.67 11   

決勝 51.53 10   

女子 佐野仁美 4 予選 1.02.99 68   

200ｍ自由形 女子 濵田莉子 4 
予選 2.09.16 11 ☆ 

B 決勝 2.09.72 5   

50ｍ平泳ぎ 男子 
丸山碧斗 2 

予選 29.28 4 ☆ 

決勝 29.46 5   

中西孝太   予選 31.42 15   

100ｍ平泳ぎ 男子 
丸山碧斗 2 

予選 1.04.46 16   

B 決勝 1.04.67 6   

中西孝太 2 予選 1.09.90 60   

100ｍバタフライ 男子 田中廉汰朗 1 
予選 56.05 21   

B 決勝 55.55 4   

200ｍバタフライ 男子 田中廉汰朗 1 
予選 2.03.89 8   

決勝 2.01.76 5 ☆ 

200ｍ個人メドレー 女子 濵田莉子 4 
予選 2.24.89 16   

B 決勝 2.24.67 9   

 

 

観戦記 

田中 廉汰朗 

 

今回の試合は、大阪府出身者のみの出場であり、少人数での参加となりました。夏に向けての試合で

あったため、それぞれが、シーズンに向けての課題を見つける収穫のある試合になったと私自身感じま

した。久しぶりの長水路での試合でしたが、自己ベストを更新した選手や、去年よりもレベルが上がっ

ている中で決勝やＢ決勝に進出した選手が多く、とても盛り上がりました。 
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６．第 97 回関西学生選手権水泳競技大会 

開催日：2024/8/2(金)~2024/8/4(日) 

会場：京都アクアリーナ 

 

 

☆自己ベスト更新者 ★学院記録更新者 
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観戦記 

左脇 弘大 

 

この大会は、私にとって、勝負の大会であり、チームとして男子総合 2 位死守、女子１部残留を目標

に挑んだ大会でした。独特の緊張感があり、自分のレースができず終わってしまいました。そのような

緊張の中でも、先輩、同期が活躍する姿を見ることができました。私個人は、自己ベストも出せず、１

点も入れることが出来ませんでした。先輩たちが見せてくれた背中を忘れず、来年のこの大会でリベン

ジします。 
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７．第 12 回関西学生夏季長水路公認記録会 

開催日：2024/9/1(日) 

会場：京都アクアリーナ 

 

 

☆自己ベスト更新者 ★学院記録更新者 

種目 男女 氏名 学年 予/決 記録 順位 備考 

50m 自由形 男子 

左脇 弘大 1 タ決 23.98 2   

小嶋 虹佑 3 タ決 24.50 8   

田中 駿真 4 タ決 24.56 11   

100m 自由形 男子 

左脇 弘大 1 タ決 52.09 3   

垣内 柊人 3 タ決 53.42 8   

伊藤 寛記 3 タ決 53.59 12   

田中 駿真 4 タ決 53.86 15   

津田 悠生 2 タ決 54.31 24 ☆ 

中西 考太 2 タ決 棄権     

200m 自由形 男子 

永井 悠介 3 タ決 1.54.68 2 ☆ 

垣内 柊人 3 タ決 1.57.67 9   

津田 悠生 2 タ決 1.58.35 11   

伊藤 寛記 3 タ決 1.59.82 18   

400m 自由形 男子 
大門 慶悟 4 タ決 4.12.46 3   

石田 拓也 1 タ決 4.16.05 6   

1500m 自由形 男子 大門 慶悟 4 タ決 16.37.85 1   

100m 平泳ぎ 男子 
森谷 郁海 2 タ決 1.04.33 3   

中西 考太 2 タ決 棄権     

100m バタフライ 男子 
永井 悠介 3 タ決 57.21 7   

濱 享輔 4 タ決 58.00 8   

200m バタフライ 男子 濱 享輔 4 タ決 2.12.02 5   

200m 個人メドレー 男子 石田 拓也 1 タ決 2.18.64 7 ☆ 

400m 個人メドレー 男子 大門 慶悟 4 タ決 4.40.78 3 ☆ 

400m フリーリレー 男子 
小嶋・左脇 

垣内・田中駿 
  タ決 3.31.89 1    
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観戦記 

石田 拓也 

 

今回の試合は、私にとって、シーズンを締めくくる重要な試合であり、プレインに出場する人のシー

ズン最後となる公式試合でした。仲間を全力で応援しているチームメイトの姿を見て、私はチームのす

ばらしさを実感しました。私個人の結果は、納得のいくものではなかったが、仲間との絆の大切さにつ

いて学ぶことができた試合でした。 
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８．第 100 回日本学生選手権水泳競技大会 

開催日：2024/9/5（木）～2024/9/8（日） 

会場：東京アクアティックスセンター 

 

 

☆自己ベスト更新者 ★学院記録更新者 〇ベストタイ記録者 
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観戦記 

高原 桜唯 

 

この大会は、大学生になって初めて出場する全国大会であり、4 年生と一緒に泳ぐことのできる最後の

公式試合でした。全国大会は他の試合とは違い、多くの刺激をもらうことができると改めて実感しまし

た。先輩方や同期が泳いでいる姿はとてもかっこよく、私は今回リレー種目だけの出場でしたが、来年は

個人種目で出場したいと強く思うことができました。来年のこの日のために 1 年間努力していきたいと

思います。 
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〈水球パート〉 

１．関西学生選手権水球競技大会 

開催日 : 6 月 22 日､23 日､29 日､30 日 

7 月 6 日､7 日 

場所 :京都大学、東和薬品 RACTAB ドーム 

最終結果 :1 部 3 位 

 

 

第一試合 vs 立命館大学 

関学 VS 立命館 得点者 

2 1P 3 

中元 4 村上 1 

津田２ 藤分２ 

 深井 1 

2 2P 5 

5 3P 2 

1 4P 3 

10 合計 13 

 

第二試合 vs びわこ成蹊スポーツ大学 

 

関学 VS びわこ 得点者 

2 1P 3 

神田 1 中元 4  

津田 4 藤分 2 

 吉川 1 

1 2P 7 

3 3P 2 

5 4P 4 

11 合計 16 

 

第三試合 vs 神戸大学 

 

関学 VS 神大 得点者 

1 1P 0 

中元 2 津田 2 

藤分 2 友久 3 

2 2P 2 

5 3P 0 

1 4P 3 

9 合計 5 
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第四試合 vs 龍谷大学 

 

関学 VS 龍谷 得点者 

3 1P 2 

中元 4 津田 3 

藤分 5 井上 2 

2 2P 4 

6 3P 3 

2 4P 4 

1 PS 3 

13(1) 合計 13(3) 

 

第五試合 vs 大阪公立大学 

 

関学 VS 大公大 得点者 

5 1P 2 
神田 1 和田 4 

村上 2 津田 2 

藤分 2 井上 2 

友久 2 深井 1 

4 2P 0 

4 3P 1 

3 4P 4 

16 合計 7 

 

第六試合 vs びわこ成蹊スポーツ大学 

 

関学 VS びわこ 得点者 

3 1P 5 

神田 1 中元 2 

津田 1 藤分 5 

井上 2 友久 1 

3 2P 2 

2 3P 3 

4 4P 4 

12 合計 14 

 

第七試合 vs 龍谷大学 

 

関学 VS 龍谷 得点者 

3 1P 5 

中元 3 津田 3 

藤分 1 井上 2 

友久 1 深井 1 

4 2P 3 

2 3P 1 

2 4P 1 

11 合計 10 
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第八試合 vs 神戸大学 

 

関学 VS 神大 得点者 

2 1P 3 

中元 1 村上 1 

津田 3 井上 2 

友久 3 

0 2P 3 

5 3P 1 

3 4P 2 

10 合計 9 

 

第九試合 vs 立命館大学 

 

関学 VS 立命館 得点者 

1 1P 4 

神田 1 中元 2 

和田 1 津田 2 

井上 1 友久 1 

2 2P 3 

3 3P 1 

2 4P 3 

8 合計 11 

 

 

観戦記 

浅田 峻平 

 

今年は、昨年までとは違い予選リーグから一部で、二位以内に入り全日本インカレ出場を目標とし

て挑んだ。初戦の相手は立命館大学だった。体調不良者が多く、万全と言える状況ではなく試合に挑

んだ。第 2 ピリオドが終わり 4-8 と、大きくリードを許していたが、第 3 ピリオドで 9-10 まで追い

上げた。しかし、第 4 ピリオドで離され 10-13 で敗北した。同日、びわこ成蹊スポーツ大学とも戦っ

た。第 2 ピリオドで 1-7 と大きく点差をつけられ、そのまま追いつくことができず 11-16 で敗北し

た。翌日、神戸大学と対戦した。第 3 ピリオドまで試合を優位に進めていたが、第 4 ピリオドで追い

上げられるも 9-5 で勝利した。続く龍谷大学戦、第 3 ピリオドまで我が校が優勢に試合を運んでい

た。しかし、第 4 ピリオドで徐々に追い上げられる、試合終了 7 秒前に同点ゴールを決められ、ペナ

ルティー合戦に持ち込まれた。ペナルティー合戦では我が校がゴールを決めることができず、接戦を

落とした。予選リーグを 1 勝３敗で終了し、大阪公立大学のとの入替戦が決まった。入替戦では、力

の差を見せつけることができ、16-7 で勝利し無事 1 部残留が決まった。 

決勝リーグ 1 試合目はびわこ成蹊スポーツ大学だった。第 1 ピリオドが終わり 3-5、2 点差をつけ

られた。その後もなかなか 2 点差を埋めることができず、12-14 で敗北した。続いて龍谷大学戦、予

選リーグではペナルティー合戦で敗北したものの、接戦だった。決勝リーグでも第 3 ピリオドが終わ

り、9-9 で同点。第 4 ピリオドでは相手のオフェンシブから得点し、そのまま逃げ切り 11-10 で勝利
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した。長い間、勝つことができていなかった相手に対して勝利を挙げることができた。そして、同日

に神戸大学戦が行われた。序盤に大量リードを奪われ、第２ピリオドが終わり 2-6 だった。しかし、

第 3 ピリオドで怒涛の追い上げを見せ、10-9 で勝利した。この勝利で全日本インカレに王手をかけ

た。そして、最後の立命大学戦。勝てば全日本インカレ出場が決まる試合だった。しかし、第 1 ピリ

オドで 3 点のリードを奪われてしまう。こその後もなかなか追いつくことができず、8-11 で敗北し

た。 

 最終的に一部 3 位という結果で、全日本インカレを目の前にして逃し、この夏が終わってしまっ

た。来年は関カレを制覇して、全日本インカレに出場したい。 
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〈早関戦〉 

１．競技結果 

開催日 : 2024/9/9（月） 

場所 :早稲田大学所沢キャンパスアクアアリーナ  

 

 

【水球得点表】 
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【競泳各種目結果】 
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【競泳得点表】 
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２．収支報告 

 

 

 

2024 年度 早関戦収支報告 

（2024 年 9 月 9 日開催） 

    

  （単位：円） 

支出の部   収入の部   

宿泊代 730,000 課外活動支援募金 845,000 

交通費 1,095,000 高度化推進援助金 500,000 

貸切バス、高速代 354,280 弦泳会早関戦寄附金 1,047,000 

懇親会費 120,000     

記念品 91,000     

部費繰越金 1,720    

支出 計 2,392,000 収入 計 2,392,000 

  (対象人数 : 競泳 44 名、水球 29 名) 

    

※記念品（タオル）は部費負担としております。 ＠1,000 円×91 枚  

 



Ⅲ．現役部員紹介 

 

4 年間を振り返って 

天野 百望 

 

 1回生の時、初めて弦泳を読んだ日が最近のように思えます。もう自分が書く学年になったのだな、

と改めて引退したことを実感しています。4年間を振り返り感じたことを少しずつ整理しながら記して

いきたいと思います。稚拙な文章ですが、お読みいただけると幸いです。 

 

 私が関学に入学できたのは、正直運が良かったからだと思います。私自身、全中、インターハイに出

場した経験はなく、JOも高校一年生で初めて出場という経験値も戦績もとても低い選手でした。しか

し、高校最後の年でコロナウイルスによってインターハイがなくなり、縁があり、父の母校である関学

に入学することになりました。華々しい戦績をもつ先輩方や同期に感化され、1回生の時は自分でも驚

くほど速くなりました。入学して1ヶ月で100mの自己ベストを1秒更新したことは忘れません。当時、メ

ニューを作ってくださっていた勝見さん、南さんには今でも頭が上がりません。 

そこから大学2年時のインカレで長水路のベストを出したきり、これといって良い戦績を残せたわけで

はありませんでした。タイムが伸びた時、私はこれから順調にジャパンオープンや日本選手権のタイム

を突破して、インカレのB決勝ぐらいには残るのだろうと思いました。完全に甘かったです。自分の戦

績が停滞し、そして落ちていったときに、自分自身を評価することが難しくなりました。自分のネガテ

ィブな面ばかり見つけてしまい、水泳をすること自体が苦しくなりました。103代主将の平井さん、104

代主将の高さんには特にたくさん相談に乗っていただきました。私を否定せず、真剣に話を聞いてくだ

さいました。部活に来ることが目標になってしまった時期もあったのですが、それをも見守ってくださ

り、ありがとうございました。 

そして、逃げるように短期留学に行き、一度水泳から離れ、帰国後にまた新しい気持ちで水泳を始め

ることになりました。逃げるように行った割には、良い選択だったのだと今になって感じています。 

先輩方が引退され、最上級生となり、主務を務めることになりました。主務決めの時は同期が推薦し

てくれて、人生でこんなに褒められることはないだろうというぐらいに私のいい面を教えてくれたこと

は今でも思い出すと口角が上がってしまいそうです。主務としては全くうまく機能していなかったよう

に思います。でも、私なりにもがいて走り抜けていたからか、最後の一年はあっという間に過ぎていき

ました。選手として、ラストイヤーでも良い成績を収められたわけではありませんでしたが、なんの未

練もない、スッキリした気持ちで引退を迎えられました。留学に行ったおかげで、勉強への意欲も高ま

りましたし、水泳を通して酸いも甘いも経験することができ、人間として大きく成長できました。部員

皆が勉強やアルバイト、資格など、他のことにも全力であり、そしてもちろん水泳にも全力投球だった

この環境だったからこそこの成長があったと実感しています。 

 

 私はこの関学水泳部に入部できたことを誇りに思います。そしてここで4年間水泳をできたことが私

の過去最大の幸運だったと感じます。関東から関西の大学に行かせてくれた両親、下宿させてくれた祖

父母に改めて感謝したいです。 
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 最後にはなりますが、内藤監督、北村監督、清水監督、今村コーチ、平井コーチ、島トレーナーをは

じめとする関係者、OB.OGの皆様、私が水泳をする上で支えてくださった全ての皆様に御礼申し上げま

す。現役の皆様、これからは一OGとして陰ながら応援しております。 

 

最後まで読んでいただきありがとうございました。 

KGUST の今後益々の発展を祈念しております。 
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～4 年間を振り返って～ 

池浦 菜花 

 

最初に、私が 4 年間水上競技部競泳パートのマネージャーとして活動できたのは、選手の活躍する姿を

間近で見ていられたこと、同期、後輩のマネージャー達に支えられていたからだと思っています。そし

て、現役を支えてくださった OB OG の皆さま、関係者の皆さまに心より感謝申し上げます。 

 

大学生に入学した年の春、本気で取り組む部活動を人生で一度も経験したことがなかった私が水泳部と

いう体育会に入部することは正直不安しかありませんでした。入部当初は、1 から上下関係や水泳という

スポーツについて学んで行きましたが、大学生活の中でも本当に大変な期間でした。その期間を私が乗り

越えられたのは、同期と一緒に帰っていた時間があったからだと思います。水泳に関するはもちろん、マ

ネージャーとしても何もできなかった私を同期として選手達が受け入れてくれていたのが本当に嬉しか

ったですし、この学年のマネージャーを最後まで務めることができて本当に良かったと思っています。 

 

部活動を引退した現在は、水泳部での活動を振り返ることが多くなり、忙しくもとても充実した大学生活

を送れていたことを実感しています。また、4 年間一つのことに向き合いやり遂げることができたことで

人としても成長ができたと感じておりますし、今後の人生でも部活で培った経験を自身の強みとして生

かしたいと思います。 

 

最後に、引退までの 4 年間、私をマネージャーとして受け入れ、活動させていただき本当にありがとう

ございました。 

今後も後輩の選手、マネージャーの活躍を心より応援しています。 
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4 年間を振り返って 

大門 慶悟 

 

この 4 年間を振り返ってみて思うのは、「やっぱり水泳が好きだな」ということです。早稲田大学さん

との早関戦で引退してからひと月以上経ちましたが、今でも自分の生活の中で水泳の時間がないことに

違和感があります。それほど私にとって水泳とは大切なものであり生活の一部となっていたのだなと感

じています。 

実際この 4 年間は水泳に対して多くのことを考えました。 

入部当初、同じ兵庫県でだけでなく各地方から実力のある選手が集まり、レベルの高い選手ばかりだっ

たので自分がついていけるのか不安を感じたことを覚えています。また、自分が所属した ML パートに

は昔から名前を知っているような先輩や、高校の時に活躍していた兵庫の先輩、全国で戦える同期等、全

国大会に出場するのは当たり前のような凄い選手ばかりが集まっており、同じパートで練習できるワク

ワクと練習についていけるかの不安が入り混じった状態の中私の大学水泳がスタートしました。 

1 年生の頃はコロナの影響もありかなり焦っていました。試合でも全く結果が出せず、いつしかベスト

更新からインターハイの制限タイムを切ることが目標になっていました。それぐらいベストタイムから

かけ離れたタイムしか出せず、不安が募っていく一方でした。それでも同期達はしっかりと結果を残しカ

ンカレではベストも出していたので追いつくために必死に練習に取り組みました。 

4 年生になると全ての物事に「最後の」がつき、最後の県選、最後のカンカレと「もうすぐ水泳人生が

終わるんやなあ」と、寂しく感じることが増えてきました。KGUST2024 のシーズンが始まると、最高学

年として自分がチームに、特に ML パートにどう貢献できるのか、どんな役割を果たせるのかと考える

ことが多くなりました。初めはやはり、結果を出してチームを引っ張っていくことが大事だと思っていま

したが、結果を出すのは僕よりも優れた田中一路と山田晃誠がいたのでそれは任せました。そこで自分は

結果ではなく日常の練習態度でみんなを引っ張っていこうと考えました。どんな練習でも楽しんで取り

組む姿勢を見せること、どれだけしんどくてもコールにしっかり応えて雰囲気を上げることを自分の役

割として果たそうと努めました。たまに自分の世界に入り込みすぎて水中で歌ったり、どこを泳いでいる

のか分からなくなって横のレーンに入っていたりしましたが、それでも「またやってるわ」くらいの勢い

で好きにさせてくれた ML はとても心地の良い場所でした。 

一年生の頃から相変わらず 1500m 自由形で納得のいくタイムは出せず、結果で引っ張っていく姿はあ

まり見せることはできませんでしたが、水泳を楽しむことに関しては胸を張れるぐらいには見せること

が出来たと思います。 

最後に、これまでの私の関学での水泳人生を支えてくださった清水監督、北村前監督、内藤元監督、島

さん、その他トレーナーの方々、および関係者全ての方々に心より御礼申し上げます。 

加えて、私の水泳人生を色鮮やかにしてくれた先輩方や同期、後輩の皆さんと出会えたことに感謝しま

す。 

改めまして 4 年間本当にありがとうございました。 

KGUST の益々の活躍を心よりお祈りします。 
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４年間を振り返って 

久世 航大 

 

４年間、ありがとうございました。 

 

私は水泳を始めて約１８年が経ち、１つの区切りを迎えました。幼い頃から共に歩んできた水泳の存在

は、ただのスポーツを超え、私の人生そのものと言えるほど大きな存在でした。悩んでいる時や辛い時で

も、泳ぐ事で無心になれるその時間は、私にとってとても大切な時間でした。泳ぐたびに感じた安心感

や、困難を乗り越えた先に得た喜びの瞬間は、今でも心の奥底に刻まれています。辛い練習の日々や競技

へのプレッシャーも、全てが私を成長させてくれる貴重な時間でした。これまでの水泳人生を支えてくれ

た全ての方々への感謝を胸に、新たな一歩を踏み出していきたいと思います。 

 

大学での部活動の時間も、私にとってかけがえのないものでした。共に励まし合い、時にはぶつかり合

いながら共に成長してきた部員や同期との時間は、ただ楽しいだけでなく、私に多くのことを教えてくれ

ました。 

競技面でも、4 年間でしっかりと成長し続けることができたと思っています。高校在学時に、しっかり

とした基礎固めをしてもらえたおかげで、大学入学後は先輩方に自分の長所を伸ばしていただき、最高の

大学水泳をスタートさせることができました。正直言うと、ジャパンオープンへの出場も果たしたかった

ですし、最後のインカレでは自己ベストを更新して引退したかったです。しかし、これも自分らしいか

な、と思ったりもしています。ここまで、どんな環境に置かれても一つのことを続けられたことは、自分

自身の成長にも繋がりましたし、これ以上何をすれば良いのか思いつかない所まで自分を追い込めたこ

とは、本当に満足しています。 

 

本当はただの習い事として泳げるようになればいいと思っていたかもしれませんが、こんなに楽しい

水泳競技に出会わせてくれた両親には本当に感謝しています。私が水泳を続けることで多く迷惑をかけ

ていたかもしれませんが、好きなだけ泳がせてくれた家族には感謝しかありません。また、これまで指導

し支えてくれた監督やコーチ、トレーナー、先輩方や同期、後輩、友人など多くの方々のおかげで水泳を

続けることができ、水泳が中心である生活を理解してもらえたからこそ、ここまでやりきることができた

と思っています。関学水泳部の皆は強い信念を持っているので、これから多くの良い結果を報告してくれ

ると信じています。 

「航大さんと一緒に水泳がしたい、一緒にレースに出たい。」そう言ってくれる後輩にも出会えて嬉し

かったです。 

本当にありがとうございました。 
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4 年間を振り返って 

佐野 仁美 

 

関西学院大学水上競技部での 4 年間は、私の水泳人生の中で 1 番苦しく、けれど 1 番楽しい時間でし

た。 

私が大学で水泳を続けるか迷っていた時に、続けると決めた１番の理由は、恩返しするためです。選手

としてのスタートが遅かった私を支え、記録を伸ばしてくれたコーチや、いつも応援してくれる両親に、

何一つ恩返しができていなかったので、喜んでもらえるような結果を残してからでないと終われない、終

わりたくないと思い、続ける選択をしました。 

入部してからは、前述した通り、本当に苦しい 4 年間でした。受験勉強のブランクがありましたが、練

習を頑張り、競技力が少し戻ってきたと思ったら、骨折して泳げなくなりました。その後復帰し、あと少

しでベストを出せるくらいまで戻ってきたら、今度は肘の靭帯を損傷してまた泳げなくなりました。他に

も色々ありました。やると決めたことを途中で辞めるのは嫌いですが、3 年の始めに靭帯を損傷した時に

は、「時間の無駄かな。このまま結果を残せずに引退するくらいなら、もう辞めようかな。」と思っていま

した。 

しかし、本気で辞めようか迷う時期もあったにもかかわらず、1 番楽しかった４年間でもあったのは、

周りの仲間に恵まれたからだと思います。引退してからも気に掛けてくださる先輩や、相談に乗り助けて

くれる同期、たくさん絡んでくれる大好きな後輩は、この部活で 4 年間過ごしたからこそ出会えた、一

生の宝物です。練習中もそれ以外も、数え切れないほど笑顔にしてもらい、支えてもらいました。みんな

と過ごす何気ない毎日が、長く続いた苦しい時期を忘れるくらい、楽しい時間でした。 

そして、なかなか試合で結果を残せずに悔しい思いをたくさんしましたが、個人的には、応援してもら

える選手になれたことが嬉しいです。特に最後の 1 年間で応援の力は本当にすごいと感じました。大好

きな仲間に応援してもらえることで、想像以上に頑張れましたし、コツコツ真面目に頑張っていれば、必

ずその姿を見て応援してくれる人はいるのだなと気づくことができました。最後の最後にインカレでベ

ストを出せた時、しんどい練習メニューを頑張ったことも、空きコマで 2 部練したことも、他の人より

も早くプールに行って陸上トレーニングを続けたことも、全部、間違っていなかったのだなと思えまし

た。また、みんなが喜んでくれて、最後まで折れずに、諦めずに頑張って本当に良かったと、心の底から

思えました。応援してくれた周りの人に感謝でいっぱいです。ありがとうございました。 

これからも、関西学院大学水上競技部が、人の頑張りを見て応援し合える温かい場所であってほしいな

と願っています。 

最後になりましたが、水上競技部の活動を支えてくださった監督、コーチ、トレーナー、関係者の方々

に心より感謝申し上げます。ありがとうございました。 
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～4 年間を振り返って～ 

田中 一路 

この 3 年半、KGUST での活動や試合は、とても貴重な経験であり、有意義な時間を過ごすことができ

ました。ここでは、競技者としての自分、そしてこの水泳部について振り返りたいと思います。 

競技者としては、自分なりに満足のいく結果を残せたと感じております。入部時に立てた 3 つの目標が

ありました。①日本選手権兼日本代表選考会出場、②インカレで個人種目を 2 回泳ぐ、③実況される、

です。卒業するまでに、これらの目標をすべて達成することができました。特に、日本選手権出場が決

まった瞬間は、私にとって最も喜ばしい出来事でした。 

私には恩師がいます。その先生は、自分自身で泳ぎを作り上げるよう指導してくださり、小 6 から高 3

までの間、何も多くを語らずに見守ってくださいました。この指導スタイルは、KGUST に入ってから

も大いに役立ち、日本選手権出場が決まった瞬間に、これからもやっていけると確信いたしました。こ

の結果をもって恩師を少しでも安心させることができたことが、私自身にとっても大きな喜びです。 

水泳部での 4 年間についてですが、第一印象から現在まで変わらない部分があります。それは、真摯な

姿勢です。常に監督者が見張っているわけではない環境の中で、厳しい練習と真剣に向き合う姿勢は、

今でも「良い意味で異常」と感じています。この水泳部の姿勢が、私はとても好きでした。これからの

人生においても、主体的な行動と無限の探究心を持ち、社会の荒波にも負けず成長していこうと思いま

す。最後に、これまで水泳部を支えてくださった北村監督、内藤監督、今村さん、トレーナーの方々、

及び関係者の皆様に心より御礼申し上げます。また、アドバイスをくださった先輩方、共に練習を励ん

でくれた後輩たち、切磋琢磨できた同期たちとの出会いにも感謝しております。改めまして、この 4 年

間、本当にありがとうございました。今後の皆様のご活躍を心よりお祈り申し上げます。 
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4 年間を振り返って 

 田中 駿真 

 

水上競技部の活動を通して、高校生までとはまた違った雰囲気での大会等、多くの経験をさせていただ

きました。 

私は、4 年間レギュラー獲得という目標を掲げ練習を行ってきましたが、達成することは出来ませんで

した。4 年間、競技力でチームを支えることはできず、ベストを更新する試合も数少なかったですが、そ

れでもチームの皆に支えられ、4 年間楽しく活動を続けることが出来ました。 

特に普段の練習では、頭のネジが外れた先輩方と練習するのが本当に楽しくて、大学生とは思えないくら

い、子供のように楽しんでたと思います。練習自体はしんどくて、正直嫌いでしたが、水上競技部という

チームの居心地が好きで、楽しくなかった日は 1 日もありませんでした。 

このようなチーム、仲間に出会えて、本当に幸せな競技人生でした。ありがとうございました。 

最後になりましたが、これまで水上競技部の活動を支えてくださった全ての関係者の方々にお礼申し

上げます。また、色んなアドバイスを頂いた先輩方、毎日こんな先輩の相手をしてくれた後輩、そして一

緒に高めあった同期全ての出会いに感謝します。 

改めまして、4 年間本当にお世話になりました。 

今後の水上競技部のご活躍をお祈りさせていただきます。 
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4 年間を振り返って 

長澤 樹 

 

よりベストを更新し、より高いレベルで競技を行いたかったと大変悔しい思いです。 

2 回生の 10 月にコロナウイルスに罹患してしまい、直接的な原因かは不明ですが、全く調子が上がらず、

以降一度もベストを更新することができませんでした。特にラストシーズンでは、インカレを切らなけれ

ばいけないという焦りからくる重圧や、吐きそうになるまで練習したにもかかわらずベストが出ないと

いうことなど、様々なマイナスな要素が重なり、水泳が楽しいと感じられませんでした。 

保護者、同期、マネージャーの厚い支えに対して結果で恩返しがしたいと考えていましたが、インカレす

ら突破することができず、最後はトレーニング中に骨折してしまい申し訳ない気持ちです。 
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4 年間を振り返って 

橋本 和佳 

 

 水泳部で過ごした時間はとても貴重な経験となりました。 

私は、約 3 年半競泳パートのマネージャーとして活動してきました。水泳経験 0 だった私は個人メド

レーの順番も分からない状態で、タイム計算にも苦戦しましたが選手マネージャー関係なくフォローし

てくださったおかげで、マネージャー統括を任せてもらえるようになるまで成長しました。 

幼い頃からマネージャーに憧れていた私が、数多くある体育会の中から水泳部に入部を決めた 1 番の

理由は人柄の良さです。見学で初めてプールを訪れた時から、フレンドリーに話しかけてくださり、暖か

く迎え入れてくださりました。入部当初はミスも多かったですが、いつも大丈夫と励ましてくれる方々の

おかげで、私も優しく水泳が大好きな部員の役に立てるようになりたいと思うようになりました。少しず

つできることが増えていき、選手からダイブのタイムをお願いされたり、タイムを取るコース数やパート

数が増えていくことで、「ありがとう」と言われることも増え、やりがいを感じるようになりました。 

4 年時にはマネージャー統括を任せていただきました。私は統括らしくない先輩だったと思いますが、

優秀な後輩たちや、困った時には必ず助けてくれる心強い同期、引退しても相談に乗ってくださる先輩方

のおかげで最後までやり遂げることができました。マネージャーが足りない時には、選手も空きコマにマ

ネージャー業を手伝ってくれ、本当に周りに恵まれていたと思います。水泳部での活動は大変なことも多

くありましたが、振り返るといい思い出の方が多く、入部して本当に良かったです。 

初めは右も左もわからなかった私ですが、1 から仕事を教えてくださった先輩方や困った時は相談に乗

ってくれる同期、人懐っこくて優秀な後輩たち、監督やトレーナーさん、水泳部に関わってくださった全

ての皆様にこの場をお借りして感謝申し上げます。本当にありがとうございました。 
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4 年間を振り返って 

濱 享輔 

 

この 4 年間は色濃く毎日が充実していました。ただ沢山ある思い出をいざ文章に書き出そうとするとなかな

か上手く書けません。もう少し本を読めば良かったなと今更後悔しています。ここからは文才が無いなりに私

の 4 年間について少し書かせていただきます。稚拙な文章ですが最後までお読みいただけると幸いです。 

私は高校の夏の時点で 1 度競技から身を引きました。しかし、みんなで辛い練習を乗り越え自己ベストを更

新した時の快感や泳ぐのが好きという感情から、気づけばまた水泳を始めていました。関西の強豪校である関

学で、競技レベルの低い私が腐らず水泳を続けてこられたのは、この気持ちがずっと揺らがなかったからだと

思います。 

さて、ここからは私の 4 年間についてです。この 4 年間、大ベストが出たり、スランプになったり、怪我ば

かりで全然泳げなかったり…、他にもたくさんの喜怒哀楽を経験しました。そんな 4 年間で感じたことが、2

つあります。 

1 つ目が、主体性を持って行動することの大切さです。関学水泳部は指導者がいない学生主体のチームのた

め、個人個人が自ら考え行動する主体性が求められます。高校まではコーチがいて、メニュー作成から泳ぎの

アドバイス、メニューのタイム設定など全てコーチの言う通りにこなしていました。そのため自主性が求めら

れる大学水泳が始まりその後半年間はあまりタイムが伸びませんでした。しかしそこから考えを改め、泳ぎの

分析、練習への取り組み方、ターゲットタイムの設定など今まではコーチに頼っていた部分を自分で補填でき

るように常に考え行動していきました。もちろん自分ひとりでは限界があるので、先輩や同期、後輩の力を借

りて気になることや分からないことがあれば随時聞くようにしていきました。結果として引退するまでに 1 年

生のタイムから大幅に自己記録を縮めることができました。またこの主体的に行動する力は今後の社会人生活

でも必ず活かせるものだと思っています。 

2 つ目が、仲間の大切さです。特にラストシーズンに改めて感じさせられました。マネージャー日記に書い

たことと重複してしまいますが、3 年半の中でこの 1 年年の練習が 1 番しんどかったです。そんな辛い練習を

乗り越えられたのは、一緒に頑張れる仲間がいたからです。全員出場しない大会でも、大会前には｢頑張れ！｣、

大会後には｢ベストおめでとう！｣と結果を確認して連絡をくれたり、種目は違えど泳ぎの相談をすれば一緒に

改善策を考えてくれたり、聞かずともこうすれば良くない？とアドバイスをくれたり…。この 1 年、目標の大

きさは違えど同じ方向に向かって努力し、応援し合える仲間がいたからこそ大きく成長できたと思っています。

改めてありがとうございました。 

最後に、水泳という競技に出会わせてくれて、長い間応援してくれた家族、祖父母には感謝しかありません。

また、スイミングのコーチやチームメイト、先輩や後輩、同期、関わってくれたみんなのおかげで最後まで悔

いなく泳ぎ続けられました。本当にありがとうございました。 
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4 年間を振り返って 

濵田 莉子 

 

水上競技部での 4 年間を通じて、競技者としても、一人の人間としても大きく成長できました。 

競技者として、この 4 年間は今まで以上に自分と向き合い、競技に真剣に打ち込むことができました。

高校生の頃は怪我も多く、精神的にも弱かったので、新しい環境で結果を残せるか不安でした。しかし、

多くの人々に恵まれて、4 年間自分らしく突っ走ることができました。  

全国大会に一度も出場したことがなかった私にとって、2、3、4 年生と個人種目とリレーメンバーとし

てインカレに出場できたことは大きな喜びでした。特にリレーに関しては、1 年生からメンバーに選んで

いただき、当時の 4 年生の背中をとても大きく感じ、私もそのような存在になりたいと感じました。そ

れ以来、個人としてもリレーメンバーとしても、少ない女子選手を引っ張っていけるよう努力してきまし

た。最終的に自分が引っ張れるような存在になれたかはわかりませんが、最後のインカレまでリレーメン

バーとしてチームに貢献できたことは、本当に嬉しかったです。 

改めて水泳人生を振り返ると、とても幸せな時間でした。大好きな競技に打ち込み、嬉しいことも辛い

ことも経験し、さまざまな感情を知ることができました。同期をはじめ、先輩や後輩、監督、トレーナー

の方々など、共に切磋琢磨できる仲間、支えてくださる方々に恵まれたと思います。多くの方のおかげ

で、ここまで水泳を続け、最後までやり抜くことができました。本当にありがとうございました。 
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～4 年間を振り返って～ 

八木 大輝 

 

私は、水上競技部での活動を通して、自分自身で考え結果を出すことや仲間と試行錯誤をすることで成

長することができるという貴重な経験をさせていただきました。 

私は大学で水泳を続けるかどうかという迷いは無く、大学 4 年間で水泳を続ける道以外を想像するこ

とができませんでした。競技者としてのこの 4 年間は「高校と見違えるほど成長した」とは言えません

が、レギュラーを獲得したこと、全国の制限を突破し 2 種目出場するという目標を叶えたことは、今後

の人生で必ず役に立つと信じています。 

4 年間の活動を通して私が競技に対して感じたことは、水泳が本気で好きで水泳以外を犠牲にしてでも

熱中できる人こそが勝っていけるのだということです。大学に入れば高校までと違い多くの空き時間が

でき、遊びやアルバイトなど色々なことに費やす時間が手に入ります。大抵の人は、遊ぶためにアルバイ

トをしていますが、水泳で勝ち続ける人はその時間をトレーニングに充て、体を休める時間に使います。

私にはそれができませんでしたが、大学生活を存分に楽しめたので後悔はしていません。皆様も後悔のな

いように人生を歩んでほしいです。 

最後に、これまで水泳部の活動を支えてくださった多くの方々が居たからこそ、私たちが日々の練習を

頑張ってくることができました。心よりお礼申し上げます。 

改めて、4 年間本当にお世話になりました。ありがとうございました。 

今後の皆様のご活躍をお祈りさせていただきます。 
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～4 年間を振り返って～ 

山田 晃誠 

 

関西学院大学水上競技部競泳パートに所属する中で、自分自身とても成長できたと思います。貴重な体

験させていただいた中で感じた私の思いをお伝えします。 

 

競技面での活動を振り返ると、やはり思い通りの結果を残せなかったという後悔が大きいです。 

入学してから間もない頃は大きく環境が変わったこともあり、かなり苦労しました。その環境の変化を

言い訳にすることもできましたが、自分を信じて思うままに活動を続けました。2 年生の冬頃になりよ

うやくベストを更新できました。この時初めて努力が報われたと感じました。メニューを作っていただ

いたパートリーダー、練習中に競ってくれた ML のメンバーには心から感謝しています。 

ラストシーズンではパートリーダーに挑戦しました。指導者としての立場は初めての経験でした。自

分なりに試行錯誤してメニュー作成やチームの雰囲気作りをしたつもりですが、最後まで拙かったと思

います。そんな中でも信じて着いてきてくれた ML パートのメンバーには感謝しています。自分自身の

成績が奮わなかったのが心残りですが、引退した今ではやり切ったという思いでいっぱいです。 

競技以外にも、人として成長できたと感じています。今まではコーチがいるのが当たり前の環境で取

り組んできましたが、大学に入ると 180 度代わり、何事も自分で考えて取り組まなければいけない環境

になりました。自分がやるべきことを自分で考え、誰にも言われなくても自ら取り組んできたことが、

自分自身を成長させたのだと思います。 

長い競技生活で辞めたくなる時もありましたが、最後まで続けてきて良かったと心から思います。 

これまで水泳部の活動を支えて下さった清水監督、北村監督、内藤監督、今村さん、トレーナーの

方々、及び関係者全ての方々に心よりお礼申し上げます。 

加えて、アドバイスを頂いた先輩方や練習で振ってくれた後輩、高め合えた同期との出会いに感謝しま

す。 

改めまして、4 年間本当にお世話になりました。 

今後の皆様のご活躍をお祈りさせて頂きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

61 

 

4 年間を振り返って 

上瀬 結希 

 

水上競技部水球パートのマネージャーとして、この４年間、選手たちを支える役割を担い、多くの経験を

積むことができました。特に、マイナースポーツであるからこそ、広報業務を通じて選手のモチベーショ

ンを高めたり、部員を継続的に入れたり、部内の課題について広報活動を通して解決できないか、尽力し

ました。 

マネージャーとして行った業務で最も心に残ったのは１回生から先輩の三代優芽さんと共に行った広報

活動です。マイナースポーツでありながらアットホームな雰囲気で魅力が多いチームの魅力をどのよう

に発信していくべきか悩んでいました。そこで、チーム全体の士気を向上させるためにさまざまな工夫を

行いました。 

選手たちが自分の持つ力を最大限発揮できるように、年間を通してインスタグラム等で常に試合結果の

情報発信やサポート体制の改善に努めました。このことが、一部昇格やインカレ出場までの試合中にチー

ムの一体感を強化する一助になったと感じています。大会前や重要な時期には、選手たちが不安を抱える

こともありましたが、その都度、励まし合い、前向きな雰囲気を作ることができました。 

4 年間を通じて、関西学院大学水上競技部の選手たちは水球パート、競泳パート含めてどの方も、積極的

に部活動に取り組み、高い目標を自身で設定し、乗り越えるような気風がありました。実際にマネージャ

ーとして関わり、未経験だった選手の成長を間近で見守り、自身も成長しながら審判のスキルを身に着け

られたことは私にとって大きな学びでした。 

最後に、これまで水上競技部の活動を支えてくださった北村監督、田中監督、そして支えてくださった

OB・OG の皆様、その他関係者の皆様に心から感謝申し上げます。また、私自身、選手のサポートを通

じて多くのことを学ぶことができました。先輩方や後輩、そして同期の皆様にも感謝の気持ちを伝えたい

と思います。 

４年間、本当にありがとうございました。今後とも、皆様のご活躍を心よりお祈りしています。 
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～4 年間を振り返って～ 

上中 静季 

 

水上競技部でのマネージャー活動を通して、仲間と共に喜び、悔しさを分かち合いながら過ごし、チー

ム競技の楽しさ、面白さを感じました。また、選手をマネージャーとして支える中で、人のサポートを行

い、人のために働ける喜びを学びました。ここでは、マネージャーとしての経験や学びと、活動を通して

感じた関西学院大学水球パートの魅力を書かせていただきます。 

これまで中学高校時代は他競技ですが選手として部活動を行ってきました。自分自身の成長のために

活動してきたこれまでとは異なり、人を支え、チームの勝利のために働くことはそれ以上の達成感とやり

がいを感じる新しい経験でした。マネージャーの仕事として最も苦労したことは、審判の笛を吹けるよう

になる事でした。日々の練習の中でゲームをする際、また練習試合を行う際、審判が付くことでより有意

義な練習になり、重要な役割でした。しかし、未経験で水中の複雑な動きからの判断はとても難しい物で

した。４年間多くの方々から指導していただき、勉強しチームのために貢献できる喜びを感じました。何

度も根気強く丁寧に教えて下さった選手、先輩マネージャーの方々にはとても感謝しています。また、一

緒に成長し、支え合ってきた同期にもとても感謝しています。 

水上競技部で４年間マネージャーとして活動してきて、水球というチーム競技の素晴らしさはやはり

仲間と喜びも悲しみも共有しながら、共に成長出来る事にあると考えます。一人一人の技術の向上も必要

ではありますが、チーム競技はそれだけでは勝つことは出来ません。お互いを高め合い、団結することが

重要であり、関西学院大学水上競技水球パートではこの団結力の高さが一番の魅力であると感じていま

す。チームの中には未経験の選手も多く、経験者は未経験者に丁寧に教え、先輩後輩問わず技術や知識を

伝え合う姿が日々見られました。マネージャーは円滑に練習を行えるように働きかけ、選手はマネージャ

ーにも丁寧にルールや審判を教え、全体が団結し練習を行っていました。この魅力をもってこそ、チーム

の成長に繋がり、昨年目標としていた一部昇格を果たすことが出来たと感じています。この４年間の活動

は新たな発見と自身の成長、大きな学びを得る機会となりました。このチームに所属し、団結して活動し

てこれたことを大変嬉しく感じます。 

最後にこれまで水泳部の活動を支えて下さった北村総監督、田中監督、岡田コーチ、荒木コーチ、及び

関係者全ての方々に心よりお礼申し上げます。 

改めまして、4 年間本当にお世話になりました。 

今後の皆様のご活躍をお祈りさせて頂きます。 
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４年間を振り返って 

大塚 宙 

 

私は高校まで競泳をしており、大学から水球を始めました。入部のきっかけは、ある先輩が熱心に誘っ

てくれたことです。これまでやってきた競泳とは異なるスポーツである水球の世界に、少し戸惑いながら

も興味を持って一歩を踏み出しました。しかし、1 年生の頃はコロナ禍の影響で練習がほとんどできず、

思うように成長できない日々が続きました。そんな中でも、先輩たちは丁寧に基本から指導してくれ、支

え続けてくれたことが本当にありがたかったです。 

特に思い出深いのは、3 年生で挑んだ学生リーグです。関西学生リーグで 1 部昇格を果たした瞬間の喜

びは、今でも鮮明に思い出します。シーズンを通して本当に厳しい練習が続きましたが、チーム一丸とな

って乗り越えた経験が自信と成長につながりました。1 部昇格という目標を皆で達成できた時の感動は、

努力が報われる瞬間の尊さを教えてくれました。 

4 年生の年には、勝手ながらもオーストラリアに交換留学をし、水球を続けることができました。現地

では日本ほど水球のレベルは高くなかったものの、遠征にも参加し、10 チーム中準優勝という結果を残

せました。異なる言語や文化の中でプレーするのは挑戦でもありましたが、現地の選手や指導者、チーム

メイトたちと一緒に過ごし、日々学び合うことができたのは大きな収穫でした。急な留学にも関わらず、

理解を示してくれた日本の監督やコーチ、そしてチームメイトには心から感謝しています。 

水球を通じて巡り合えたチームメイトたちと過ごした時間も、私にとって大切な思い出です。オフ期間

には一緒に旅行に出かけたり、練習以外でも多くの時間を共に過ごしました。気づけば、水球という競技

以上に、彼らと一緒に過ごす日々が好きになっていたように思います。 

最後に、これまで支えてくださった監督、コーチ、そして OBOG の皆さんには、心からの感謝の気持

ちを伝えたいです。水球を通じて得た貴重な経験や成長は、私の人生においてかけがえのない財産となり

ました。 
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４年間を振り返って 

小野 孟司 

 

水球を始めたのは４年前、大学生となった私にとって新たな挑戦だった。最初はルールも分からず、技術

も未熟であった。しかし、厳しい練習とチームメイトとの連携により、少しずつ成長していった。試合で

の勝利や敗北、それぞれの経験が私を強くし、成長させてくれた。 

 

４年間の水球の道のりは、私にとって宝物とも言えるものになった。初心者だった頃の未熟な姿と、成長

を遂げた今の自分とを比べると、感慨深いものがある。水球を通じて得た経験や教訓は、私を強くした。

チームワークやコミュニケーション能力、それに加えて努力と忍耐の大切さを学んだことは、大きな武器

となっている。４年間の苦楽を共にしたチームメイトやコーチには、心から感謝している。彼らとの出会

いが私を支え、成長させてくれたのは間違いない。 

 

今後も、水球で培った精神を持ち続け、新たな挑戦に向かって邁進していきたい。 
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～４年間の振り返り～ 

神田 大和 

 

 私は、この水上競技部での活動を通して、ありがたいことに多くのことを学ぶことができました。こ

こでは、２つの学んだこととともに４年間の振り返りをお伝えさせていただこうかと思います。 

 

 １つ目に人は環境で変わるということです。俗に言う割れ窓理論です。私が１年の頃、水球パート

は、先輩が３名だけでした。そのため、試合のみの参加でもいいからと懇願され、入部に至りました。

他の１年の同期もそのような消極的な入部も多く、さらにコロナ禍による活動縮小のため、チームのモ

チベーションは低かった印象です。そのままずるずると２年時には、２部３位にまで転落してしまいま

した。そんな中、３年、４年時とスポーツ推薦で優秀な後輩が入ってきたことにより、もしかしたら１

部昇格やインカレにいけるのではないかという希望が芽生え、チームは一変しました。見違えるように

チームのモチベーションが上がり、試合に本気で勝ちに行く気概を感じました。この経験から、部の士

気や雰囲気といった環境は、人のやる気や熱意に大きく影響を与えることを実感しました。それだけで

なくその環境も自分含め１人１人が作り上げていくことが重要だと学びました。 

 

 ２つ目に人は役割によって成長することです。３年時からリーダー制が導入され、私は筋トレリーダ

ーを務めました。ジムでアルバイトしていたこともあり、トレーニング知識はあったものの人に指導す

るときの言語化力やモチベーションの低い人へのアプローチ方法など課題は多くありました。それでも

自分に与えられた役割を全うしようと学び直したり、思索したりし成長することができました。 この

ように、役割を与えられることによって責任が生じ、その結果成長に繋がることを学びました。そのた

め、今後、役割が与えられるような専門性や自分の武器を養っていきたいと思います。 

 

 関学水球の谷も山も経験したからこそ、この２つ以外にも多くのことを学びました。これらは、これ

から社会に出た時に必ず成長の糧にすることができると考えています。そして日々精進してまいりたい

と思います。 

 

最後に、４年間の活動で多くの学びを得ることができたのは、監督、コーチ、OB,OG 様など多くの

方々のご協力のおかげでございます。心よりお礼申し上げます。 

今後、皆様の益々のご活躍をお祈りさせて頂きます。 
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4 年間を振り返って 

竹中 柊 

 

とにかく大変で、楽しくて、成長できた 4 年間でした。 

入部当初、水球パートは先輩が 5 人しかおらず、試合に出ることもままならない状態でした。そして、コ

ロナウイルスによる練習の制限によりボールを扱うことすら出来ず、練習人数も集まらない日々が続き

ました。そんな中、津田の入部や、監督方とのチームとしての組織力向上の取組により、少しずつ成長し、

今では関西制覇を目前とするチームにまで成長することが出来ました。 

ここまで部を成長させることが出来たのは、間違いなく田中監督、岡田コーチ、荒木コーチのおかげで

す。そして、ここまでついてきてくれた水球パートの皆のおかげでこんなにも楽しいチームを作ることが

出来ました。本当に感謝しています。 

 

最後になりますが、これまで水上競技部を支えてくださった関係者の皆様に心よりお礼申し上げます。 

4 年間お世話になりました。 
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～4 年間を振り返って～ 

                     武本 優志 

 

私は、水上競技部水球パートでの活動を通して多くの経験をすることができ、自分の成長に繋げるこ

とができました。ここでは、競技者としての振り返りと水球パートでの活動を通して得られたことにつ

いてお伝えさせて頂きます。 

 

競技者としては、高校までは競泳をしており、大学から新たに水球を始めました。水球を始めたの

は、大学で新しいことに挑戦をしてみようと思ったのとアットホームな雰囲気が自分に合うと感じたか

らです。大学から始めたので苦労することが多かったですが、周囲の支えがあり頑張ることができまし

た。競泳では短距離を専門としていたので、水球では特に体力面で苦労しました。練習や試合は本当に

しんどかったですが、そのしんどさを忘れるくらい楽しいことが多かったです。水球パートの仲間には

感謝しかないです。 

 

水球で始めてチームプレイを経験することで、周りと協力しながら 1 つの目標に向かって行動するこ

との面白さを学びました。今までは個人競技をしていたので、自分だけが結果を出せば良いと考えてい

ました。しかし、チームプレイを通し、チームで協力して 1 つの目標を達成した時の喜びは非常に大き

いものだと感じました。昨年の関カレでチームの目標であった 1 部昇格を達成できた時の喜びは忘れら

れません。また、水球という競技は想像していた以上にハードであり、4 年間継続したことで忍耐力が

身に付いたと感じています。最後までやり抜いたことで、自分に自信が付きました。加えて、主務とし

て部全体の運営をサポートをしながら、１つのチームをまとめることの難しさを学びました。常に部員

とコミュニケーションを取ることを心掛けてきました。私は水球パートでの活動を通し、多くのことが

得られ、大学生活を充実させることもできました。関学の水上競技部水球パートに所属して良かったと

感じています。 

 

最後に、これまで水球パートの活動を支えてくださった北村総監督、田中監督、岡田コーチ、荒木コ

ーチ、及び関係者すべての方々に心よりお礼申し上げます。 

加えて、指導して下さった先輩方や慕ってくれた後輩、大学生活の大半を一緒に過ごしてくれた同期と

の出会いに感謝します。 

改めまして 4 年間本当にお世話になりました。 

今後の皆様のご活躍をお祈りさせて頂きます。 
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4 年間を振り返って 

戸原 日向子 

 

大学のために地元から 1 人で出てきて、オンライン授業で友達もなかなかできず、理想だった大学生

活とはかけ離れていました。そんな中、何か新しいことに挑戦したいという一心で部活動見学に行き、

プールの居心地の良さとチームプレイの面白さに魅力を感じ入部を決めました。それからという日々は

本当に楽しく、大変なこともありましたが、充実した毎日でした。 

最後の関西学生選手権の目標であった、インカレ出場には惜しくも届きませんでしたが、どの大学が

優勝するか分からない、実力伯仲の戦いでした。今までで一番悔しかった試合でしたが、私たち以上に

悔しがっている後輩たちを見ると、来年は必ずインカレはもちろん、関西制覇してくれると信じていま

す。 

最後になりましたが、これまで水上競技部を支えてくださった監督、コーチ陣の皆様、関係者の皆様

に心より感謝申し上げます。また今後とも、水上競技部のご支援よろしくお願いいたします。 
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4 年間の振り返り 

中元 洸佑 

 

水上競技部水球パートでの 4 年間は、私の人生において大きな転機となる貴重な経験でした。この時

間を通じて、私は数えきれないほどのことを学び、成長しましたが、その中でも特に「チームメイトの

大切さ」が際立っています。 

 

水球はチームスポーツであり、個々の力が合わさってこそ勝利をつかむことができます。最初は「自

分がいなくてもチームは回る」という安易な考えを持っていましたが、実際には逆であることに気づか

されました。チームメイトの存在があるからこそ、私たちは安心してプレーでき、お互いに支え合い、

励まし合うことができるのです。試合中、ピンチの時に背中を押してくれる仲間の存在は、どれほど心

強かったことでしょう。大学に進学し、部活を続ける中で、特にその感覚が深まりました。仲間がいて

くれることで、互いに安心感を与え、成長を促し合う環境が整っていたことに感謝しています。 

 

また、私たちのチームは学生主体で運営されており、一人一人が自分の役割や責任を果たすことが求

められます。この環境では、リーダーシップや協調性が自然と養われます。特に、役割分担やチーム戦

術を考える中で、自分自身の意見を述べたり、他者の意見を尊重したりすることの重要性を学びまし

た。これは、社会に出た際にも必要とされるスキルです。主体性を持ち、自ら行動することの大切さを

身をもって体感できたことは、私にとっての大きな財産です。 

 

さらに、試合の結果だけでなく、練習や合宿を通じて築いたチームの絆も忘れがたい思い出です。厳

しい練習を乗り越えた仲間と共に勝利を喜び合った瞬間、逆に敗北を共有し、励まし合った経験は、私

たちの絆を一層深めました。これらの経験は、私にとってかけがえのない財産であり、一生の友人を得

たことに感謝しています。 

 

最後に、OBOB や関係者の皆様に心から感謝申し上げます。彼らの支えと指導があったからこそ、私

はこの貴重な経験を得ることができました。今後は、この経験を糧にさらなる成長を目指していきたい

と思います。そして、私の成長を見守り続けてくださった皆様への恩返しとして、これからも全力で挑

戦していきます。 
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4 年間を振り返って 

濱口 陽 

 

水上競技部水球パートでの活動を通して、他では体験できない経験を数多くさせていただきました。そ

の充実した 4 年間を振り返っていきたいと思います。 

 

まず、大学で部活動を行うことの大変さを学びました。授業やアルバイト、上回生になると就職活動も

加わり忙しいのは承知していました。ただ、時間的に大変なだけでなく、高校の部活動と違い、学生自

ら練習のメニューであったり、試合構築する必要がありました。上回生でそれぞれ担当を取り決め、私

は他チームの分析を担当していました。コロナウイルスによる制約もありましたが、各々の努力が実

り、当初の目標であった関西リーグ 1 部昇格を果たせた時は本当に嬉しかったです。 

 

次に、私から見た水球部の印象をお伝えします。関西学院大学水球部は非常にアットホームな雰囲気で

上下関係なく仲が良いです。私が 1 回生の頃は選手が 10 人であり、他の部活と比べて人数が少ない分

団結力がありました。また、経験者だけでなく未経験者も在籍しているため、基礎を大切にできるチー

ムだと思います。 

現在の水球部は、経験者の人数も増え、関西だけでなく全国で戦っていけるチームなので本当に応援し

ています。 

 

最後にこれまで水球部が成長できたのは、田中監督、岡田コーチ、荒木コーチのおかげです。先輩方や

家族、及び関係者全ての方々に心よりお礼申し上げます。 

 

4 年間最後までプレーすることは叶いませんでしたが、水球に、そして一緒に戦うことのできた仲間と

の出会いに感謝しています。本当にお世話になりました。 

改めて、今後の皆様のご活躍をお祈りさせて頂きます。 
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部員名鑑 

 

 

現役部員の自己紹介です。各々の性格が現われていると思います。 

お楽しみください。 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 名前 

② 生年月日 

③ 学部・学年 

④ 出身校・出身スイミング 

⑤  競泳：専門種目、長水路のベストタイム 

水球：ポジション 

⑥ 一言 
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① 天野百望 

② 2002 年 8 月 22 日 

③ 国際学部・ 4 年 

④ 捜真女学校・サギヌマ SC 鷺沼 

⑤ 50m 自由形  26.54 

100m 自由形  57.91 

⑥ ありがとうございました。 

これからも楽しんでください 

 

 

 

① 池浦菜花 

② 3 月 16 日 

③ 商学部・4 年 

④ 関西学院千里国際高等部 

⑤ マネージャー 

⑥ みんなのおかげで楽しい大学生活を送ること

ができました。今まで支えていただきありがと

うございました。 

 

 

① 大門慶悟 

② 2002 年 4 月 19 日 

③ 法学部・4 年 

④ 尼崎市立尼崎高等学校 

⑤ 1500m 自由形 16.08.45 

⑥ いつ何時も楽しむことを忘れずに 

 

 

 

① 久世航大 

② 2002 年 12 月 24 日 

③ 経済学部・4 年 

④ 桃山学院高等学校 

⑤ 50m 自由形 23.16 

100m 自由形 51.16 

⑥ 水泳を楽しんでください。 

 

① 佐野仁美 

② 2002 年 5 月 30 日 

③ 教育学部・4 年 

④ 大阪国際大和田高等学校・枚方スイミングスク

ール牧野 

⑤ 100m 自由形 1.00.98 

200m 自由形 2.10.70 

⑥ みんなのおかげで毎日楽しくて嬉しくて幸せ

でした。 

 

 

① 田中一路 

② 2002 年 6 月 23 日 

③ 社会学部・4 年 

④ 関西学院高等部・セントラル四條畷 

⑤ 400m 個人メドレー 4.24.57 

⑥ 弟をよろしくお願いします。 

 

 

 

 

① 田中駿真 

② 2002 年 6 月 28 日 

③ 商学部・4 年 

④ 関西学院高等部・マック武庫川 

⑤ 50m 自由形 24.15 

100m 自由形 53.37 

⑥ かけがえのない時間でした。ありがとうござい

ました。 

 

① 長澤樹 

② 2002 年 4 月 25 日 

③ 社会学部・4 回生 

④ 豊川高校・山形ドルフィンクラブ 

⑤ 50m 自由形 23.85 

⑥ 功労賞は私です。あざした 
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① 橋本和佳 

② 2002 年 4 月 13 日 

③ 社会学部・4 年 

④ 啓明学院高等学校 

⑤ マネージャー 

⑥ 水泳部に入部して良かったです。ありがとうご

ざいました。 

 

 

① 濱享輔 

② 2002 年 4 月 12 日 

③ 人間福祉学部･4 年 

④ 和歌山県立桐蔭高等学校･パルポートワカヤマ 

⑤ 100m バタフライ 57.08 

200m バタフライ 2.07.97 

⑥ みんなと一緒に泳げて幸せでした。これからも

応援しています。 

 

 

① 濵田莉子 

② 2002 年 10 月 21 日 

③ 人間福祉学部・4 年 

④ 帝塚山学院高等学校・キクスイスイミングスク

ール 

⑤ 200m 個人メドレー 2.22.40 

⑥ 水泳楽しかったです。ありがとうございました。 

 

 

① 八木大輝 

② 2002 年 10 月 5 日 

③ 経済学部・4 年 

④ 関西学院高等部 

⑤ 200m 平泳ぎ 2.19.31 

100m 平泳ぎ 1.04.99 

⑥ 仲間との時間を大切にしてください。今まであ

りがとうございました。 

 

 

① 山田晃誠 

② 2002 年 7 月 23 日 

③ 商学部・4 年 

④ 武蔵野高校・ロンド東村山 

⑤ 200m 自由形  1.53.75 

400m 自由形  4.00.22 

⑥ 素敵な時間をありがとうございました。これか

らも応援しています 

 

 

① 赤木彩羽 

② 2003 年 5 月 27 日 

③ 法学部・3 年 

④ 大阪府立豊中高等学校 

⑤ マネージャー 

⑥ 選手マネージャー両方から信頼される人にな

る 

 

 

① 伊藤寛記 

② 2003 年 6 月 22 日 

③ 人間福祉学部・3 年 

④ 関西学院高等部・NSI 神鉄 

⑤ 100m 自由形  53.21 

200m 自由形 1.58.26 

⑥ チームに貢献できるように頑張ります。 

 

 

① 大平理登 

② 2003 年 7 月 20 日 

③ 法学部・3 年 

④ 須磨学園高等学校・JSS 北神戸 

⑤ 200m 個人メドレー 2.04.55 

⑥ 精進します。 
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① 垣内柊人 

② 2003 年 12 月 29 日 

③ 商学部・3 年 

④ 関西学院高等部・パシオ福島 

⑤ 200m 自由形  1.55.70 

400m 自由形  4.06.03 

⑥ 応援される選手になります。 

 

 

① 小嶋虹佑 

② 2003 年 9 月 21 日 

③ 経済学部・3 年 

④ 名古屋高等学校・BIG 東海 

⑤ 50m 自由形   24.37 

⑥ 有言実行 

 

 

① 重塚笙 

② 2003 年 7 月 24 日 

③ 商学部・3 年 

④ 報徳学園高校・コナミ西宮 

⑤ 100m 平泳ぎ  1.03.10 

200m 平泳ぎ  2.14.96 

⑥ 目標とされる選手になることです。 

 

 

① 清水歩空 

② 2003 年 12 月 23 日 

③ 社会学部・3 年 

④ 報徳学園高校・コナミ西宮 

⑤ 100m 自由形  51.36 

200m 自由形  1.52.07 

⑥ 関学のエースになり、背中で見せます。 

 

 

 

 

 

① 永井悠介 

② 2003 年 11 月 23 日 

③ 国際学部・3 年 

④ 洛南高校・セントラル太秦 

⑤ 100m バタフライ  53.87 

200m バタフライ 2.00.44 

⑥ 関学記録更新します。 

 

 

① 安田想桜 

② 2004 年 3 月 4 日 

③ 人間福祉学部・3 年 

④ 兵庫県立夢野台高等学校 

⑤ マネージャー 

⑥ 選手のニーズを常に考え、マネジメントします。 

 

 

① 山城夢芽 

② 2003 年 12 月 12 日 

③ 経済学部・3 年 

④ 星林高等学校・パルポートワカヤマ 

⑤ 100m 背泳ぎ  1.07.60 

200m 背泳ぎ  2.24.79 

⑥ チームに貢献できるよう、全力を尽くします。 

 

 

① 湯田平航樹 

② 2003 年 10 月 13 日 

③ 商学部・3 年 

④ 福岡県立京都高等学校・KSG ときわ曽根 

⑤ マネージャー 

⑥ インカレ突破率アップへ貢献します。 
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① 渡瀬夢花里 

② 2003 年 6 月 26 日 

③ 教育学部・3 年 

④ 関西学院高等部・尼崎市スポーツ振興事業団 

⑤ 100m バタフライ 1.02.39 

200m バタフライ 2.15.92 

⑥ 最後は結果で示します。 

 

 

① 景山一華 

② 2005 年 3 月 27 日 

③ 商学部・2 年 

④ 丸亀高校 

⑤ マネージャー 

⑥ 周りをよく見て動きます。 

 

 

① 滝澤優菜 

② 2004 年 9 月 7 日 

③ 教育学部・2 年 

④ 関西学院高等部 

⑤ マネージャー 

⑥ 全力でサポートします。 

 

 

① 武本航志 

② 2004 年 11 月 14 日 

③ 商学部・2 年 

④ 関西学院高等部・マック加古川 

⑤ 100m 平泳ぎ  1.03.87 

200m 平泳ぎ  2.19.45 

⑥ 応援される選手になります。 

 

 

 

 

 

 

① 津田悠生 

② 2004 年 12 月 20 日 

③ 人間福祉学部・2 年 

④ 淡路三原高校・NSI 南あわじ 

⑤ 200m 自由形   1.58.21 

⑥ 速く泳げるようになります。 

 

 

 

① 鉄川舞侑 

② 2004 年 8 月 8 日 

③ 人間福祉学部・2 年 

④ 国際高校 

⑤ マネージャー 

⑥ 大きな声で頑張ります。 

 

 

① 中西孝太 

② 2004 年 5 月 3 日 

③ 経済学部・2 年 

④ 登美丘高校・マックスポーツ堺一条 

⑤ 100m 自由形   54.53 

⑥ 同期に追いつきます。 

 

 

① 中谷志優 

② 2004 年 10 月 18 日 

③ 社会学部・2 年 

④ 桐光学園高等学校・サギヌマ SC 鷺沼 

⑤ 50m 自由形   23.56 

100m 自由形  51.86 

⑥ 本気出します。 
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① 丸山碧斗 

② 2004 年 7 月 30 日 

③ 法学部・2 年 

④ 桃山学院高等学校・NSITaiken 

⑤ 100m 平泳ぎ  1.03.81 

200m 自由形  1.53.29 

⑥ 速くて強い選手になります。 

 

 

① 村田李々冬 

② 2004 年 12 月 15 日 

③ 商学部・2 年 

④ 豊川高校・奄美 SS 

⑤ 100m 背泳ぎ   59.09 

200m 背泳ぎ  2.07.34 

⑥ もうそろそろバサロ解禁します。 

 

 

① 森谷郁海 

② 2005 年 1 月 14 日 

③ 国際学部・2 年 

④ 洛南高校・NSI マナティー 

⑤ 200m 平泳ぎ   2.16.60  

200m 個人メドレー  2.06.04 

⑥ 関学新記録樹立します。 

 

 

① 安藤逢凉 

② 2006 年 1 月 25 日 

③ 社会学部・1 年 

④ 桃山学院高等学校 

⑤ マネージャー 

⑥ タフになります。 

 

 

 

 

 

① 石田拓也 

② 2005 年 7 月 8 日 

③ 工学部・1 年 

④ 兵庫県立豊岡高等学校・NSI 豊岡 

⑤ 200m 自由形 2.00.51 

⑥ ベストを出し、チームに貢献します。 

 

 

 

① 出羽晃也 

② 2005 年 10 月 24 日 

③ 社会学部・1 年 

④ 三田学園高等学校・JSS 北神戸 

⑤ 200m 自由形  1.52.39 

400m 自由形  3.57.32 

⑥ チームに貢献できる選手になります。 

 

 

① 太田結衣 

② 2006 年 1 月 10 日 

③ 教育学部・1 年 

④ 和歌山県立向陽高等学校 

⑤ マネージャー 

⑥ チームの一員として、精一杯頑張ります。 

 

 

 

① 齊藤瑛 

② 2005 年 10 月 20 日 

③ 国際学部・1 年 

④ 須磨学園高等学校・イトマン西神戸 

⑤ 200m 個人メドレー  2.07.06 

400m 個人メドレー  4.28.76 

⑥ 全力を尽くして、活躍します。 
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① 坂口ひなた 

② 2006 年 2 月 24 日 

③ 商学部・1 年 

④ 福岡県立八幡高等学校 

⑤ マネージャー 

⑥ 周りを元気づけられるマネージャーになりま

す。 

 

 

① 左脇弘大 

② 2005 年 5 月 18 日 

③ 商学部・1 年 

④ 報徳学園高等学校・JSS 北神戸 

⑤ 50m 自由形 23.86 

100m 自由形 52.01 

⑥ タフな選手になります。 

 

 

① 髙原桜唯 

② 2006 年 3 月 14 日 

③ 社会学部・1 年 

④ 福岡県立福岡中央高等学校・イトマン長住 

⑤ 400m 自由形 4.26.93 

800m 自由形 9.07.10 

⑥ 日々成長できるよう頑張ります。 

 

 

① 田中廉汰朗 

② 2006 年 1 月 8 日 

③ 法学部・1 年 

④ 桃山学院高等学校 

⑤ 100m バタフライ 54.91 

200m バタフライ 2.01.44 

⑥ 関学記録を更新します。 

 

 

 

 

① 中村美博 

② 2006 年 3 月 3 日 

③ 法学部・1 年 

④ 帝塚山学院高等学校 

⑤ マネージャー 

⑥ 沢山吸収して成長し、全力でサポートします。 

 

 

 

① 前原百花 

② 2005 年 11 月 22 日 

③ 法学部・1 年 

④ 広島市立基町高等学校 

⑤ マネージャー 

⑥ 選手の変化に気が付けるマネージャーになり

ます。 

 

 

① 宮河夏澄 

② 2005 年 7 月 5 日 

③ 商学部・1 年 

④ 関西学院高等部 

⑤ マネージャー 

⑥ 頼られる存在になります。 

 

 

 

① 竹中柊 

② 2002 年 12 月 27 日 

③ 法学部・4 年 

④ 尼崎北高校 

⑤ ゴールキーパー 

⑥ 引退後は体を鍛えます！ 
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① 武本優志 

② 2002 年 5 月 15 日 

③ 経済学部・4 年 

④ 兵庫県立加古川西高等学校 

⑤ 右サイド 

⑥ 最後までやり抜きます！！ 

 

 

 

① 中元洸佑 

② 2002 年 11 月 19 日 

③ 経済学部・4 年 

④ 乙訓高校 

⑤ 左サイド 

⑥ さぁ、アップデートしよっ！ 

 

 

 

① 神田大和 

② 2003 年 2 月 28 日 

③ 法学部・4 年 

④ 尼崎北高校 

⑤ フローター 

⑥ 何よりも筋トレ頑張ります。 

 

 

 

① 小野孟司 

② 2002 年 12 月 30 日 

③ 文学部・4 年 

④ 兵庫県立宝塚西高等学校 

⑤ ドライバー 

⑥ Me encanta el waterpolo, pero no se me da bien. 

 

 

 

 

 

① 濱口 陽 

② 2002 年 8 月 10 日 

③ 経済学部・4 年 

④ 滝川高校 

⑤ ドライバー 

⑥ 麻雀は 3 打ちの方が 楽しいよ 

 

 

 

① 上瀬結希 

② 2002 年 10 月 16 日 

③ 社会学部・4 年 

④ 松山東高校 

⑤ マネージャー 

⑥ 選手のモチベーション向上に寄与します！審

判も頑張ります 

 

 

① 戸原日向子 

② 2002 年 08 月 25 日 

③ 商学部・4 年 

④ 佐賀県立佐賀商業高等学校 

⑤ マネージャー 

⑥ 部活が円滑に進むように周りを見て行動しま

す！ 

 

 

① 上中 静季 

② 2003 年 2 月 18 日 

③ 教育学部・4 年  

④ 広島女学院高等学校 

⑤ マネージャー 

⑥ ラスト数ヶ月水球サポート楽しみます 
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① 和田涼一郎 

② 2003 年 9 月 14 日 

③ 工学部・3 年 

④ 滝川高校 

⑤ 右サイド 

⑥ 貪欲に！ 

 

 

 

① 村上晴飛 

② 2003 年 8 月 22 日 

③ 社会学部・3 年 

④ 筑紫高校 

⑤ ドライバー 

⑥ 好きな言葉は情熱です 

 

 

 

① 田中楓史郎 

② 2003 年 04 月 02 日 

③ 経済学部・3 年 

④ 九州学院高校 

⑤ キーパー 

⑥ オメガ・ザ・ハンドで止めます！ 

 

 

 

① 辻本匠 

② 2003 年 08 月 07 日 

③ 総合政策学部・3 年 

④ 和歌山県立向陽高校 

⑤ 左サイド 

⑥ チームに貢献できるようがんばります！ 

 

 

 

 

 

① 山上真雄 

② 2003 年 12 月 12 日 

③ 教育学部・3 年 

④ 清風高校 

⑤ 左サイド 

⑥ 3 回生としてチームに貢献できる様努力しま

す。 

 

 

① 町井佑衣 

② 2003 年 10 月 7 日 

③ 教育学部・3 年 

④ 和歌山県立向陽高等学校 

⑤ マネージャー 

⑥ 選手が上を目指せるように、サポートもレベル

アップさせます！ 

 

 

① 津田風音 

② 2004 年 7 月 26 日 

③ 経済学部・2 年 

④ 追手門学院高等学校 

⑤ フローターバック 

⑥ 攻撃でも守備でも引っ張れる選手になりま

す！ 

 

 

① 荒木優吾 

② 2004 年 7 月 14 日 

③ 文学部・2 年 

④ 帝塚山学院泉ヶ丘高校 

⑤ ドライバー 

⑥ 精一杯頑張ります 

 

 

 

 

 



 

80 

 

① 鈴木創太 

② 2004 年 09 月 24 日 

③ 経済学部・2 年 

④ 啓明学院高等学校 

⑤ 左サイド 

⑥ 最近は筋トレに力いれています！体の成長に

もご注目ください！ 

 

 

① 宮田夢大 

② 2004 年 4 月 26 日 

③ 文学部・2 年 

④ 東北学院高等学校 

⑤ ドライバー 

⑥ 無限の体力で泳ぎまくる 

 

 

① 石田明日花 

② 2004 年 11 月 11 日 

③ 法学部政治学科・2 年 

④ 啓明学院高校 

⑤ マネージャー 

⑥ マネージャーとして成長できるよう日々頑張

ります！ 

 

 

① 瓜野真悠 

② 2004 年 11 月 9 日 

③ 文学部・2 年 

④ 関西学院高等部 

⑤ マネージャー 

⑥ 精一杯サポートします!  

 

 

 

 

 

 

① 友久一輝 

② 2005 年 8 月 9 日 

③ 文学部・1 年 

④ 大谷高等学校 

⑤ フローター 

⑥ 不器用ですが愚直に頑張ります！ 

 

 

 

① 浅田峻平 

② 2005 年 5 月 25 日 

③ 経済学部・1 年 

④ 啓明学院 

⑤ キーパー 

⑥ 一生懸命頑張ります！ 

 

 

① 神戸哉人 

② 2006 年 2 月 23 日 

③ 社会学部・1 年 

④ 名古屋高校 

⑤ 左サイド 

⑥ 文武両道に頑張っていきたいです。よろしくお

願いします。 

 

 

① 井上恵輔 

② 2005 年 8 月 7 日 

③ 経済学部・1 年 

④ 京都府立鳥羽高校 

⑤ 右サイド 

⑥ 関西 1 位に必ずなります！ 
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① 藤分淳伸 

② 2005 年 8 月 15 日 

③ 商学部・1 年 

④ 啓明学院高等学校 

⑤ 左サイド 

⑥ プレーでチームを引っ張ります！よろしくお

願いします！ 

 

 

 

① 吉川大地 

② 2005 年 10 月 03 日 

③ 商学部・1 年 

④ 名古屋高校 

⑤ センターバック 

⑥ よろしくお願いします！ 

 

 

 

① 深井 浩大 

② 2006 年 2 月 22 日 

③ 工学部・1 年 

④ 兵庫県立尼崎北高等学校 

⑤ 左サイド 

⑥ チームに貢献できるよう頑張ります！！ 

 

 

 

① 福山日南乃 

② 2006 年 2 月 6 日 

③ 文学部・1 年 

④ 兵庫県立夢野台高等学校 

⑤ マネージャー 

⑥ よろしくお願いします！ 

 

 

 

 

① 阪本陽菜 

② 2006 年 1 月 26 日 

③ 国際学部・1 年 

④ 神戸国際高等学校 

⑤ マネージャー 

⑥ 精一杯選手をサポートできるよう努力します。

よろしくお願いいたします。 

 

 

 

① 濵田梨穏 

② 2005 年 04 月 14 日 

③ 教育学部・1 年 

④ 帝塚山学院高等学校 

⑤ マネージャー 

⑥ 未熟者ですがよろしくお願いします！ 
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水上競技部会計報告 

 期間：2023 年 10 月 1 日～2024 年 9 月 30 日 

 

 

 

   
（単位：

円） 

支出の部   収入の部   

登録・エントリー代 1,463,036 前年度繰越金 969,510 

遠征・合宿費 7,271,630 部費収入 1,865,000 

消耗品費 2,162,106 登録・エントリー代現役負担金収入 1,001,750 

備品購入費 1,015,035 その他現役負担金収入 8,083,110 

施設利用料 301,090 大学援助金収入 1,825,050 

旅費交通費 733,084 受取利息 151 

通信費・運送費 78,766 アルバイト収入 270,970 

印刷製本費 13,886 寄付収入 1,063,000 

保険料 116,800     

雑費 269,240     

翌年度繰越金 1,653,868     

支出 計 15,078,541 収入 計 15,078,541 

 

※消耗品費にはジャージや T シャツ等の現役自己負担分が含まれます。 

※大学援助金にはスポーツ活動支援募金の取崩しは含まれていません。 

学校法人関西学院が管理しているスポーツ活動支援募金(水上競技部専用。弦泳会費等の溜まり分)の残

高は、次年度以降に順次執行していく予定です。 
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歴代十傑表（２０２３年９月現在） 

【男子】 

 

●50Ｍ自由形 

１． 森下 翔太 22“86  R. 3 関西学生 

２． 森 元秀 23”04  Ｈ．25 日本学生 

３． 平松 聖隆 23"12  H．31 関西学生 

４． 久世 航大 23”16  R．５ 日本学生 

５． 原 嘉一 23”24  Ｈ．29 関西学生 

６．    三原 慶悟   23”26           R.  4   兵庫県選手権 

７． 樋口 拓夢 23”27  Ｈ．26 日本学生 

８． 崎久保 拓洋 23”32  Ｈ．25 関西学生 

９． 桑本 貴隆 23”50  Ｈ．21 関西学生 

１０． 齊藤 大己 23”50  Ｈ．29 日本学生 

       

 ●100Ｍ自由形      

  １． 森下 翔太 49“93  R．３ 兵庫県選手権 

２． 平松 聖隆 49"96  H．31 岡山県選手権 

３． 樋口 拓夢 50”66  Ｈ．25 関西学生 

  ４． 中村 豊 50”73  Ｈ．24 関西学生 

  ５．  堀 敬貴    50”91           R.  ４  関西学生 

６． 三原 慶悟 51“03  R. ５ 兵庫県選手権 

７． 久世 航大   51“16      R.  ５ 日本学生 

８． 清水 歩空 51”36  R． 6 日本学生 

  ９．  崎久保 拓洋  51“37      H.  26 日本学生 

１０． 高 大輔 51”39  R． 4 兵庫県長水路 

   

●200Ｍ自由形      

  １． 森下 翔太 １’51”02  Ｈ．31 関西学生 

  ２． 中村 豊 １’51”76   Ｈ．24 関西学生 

  ３．  増田 達哉 １’51”93  R．4 関西学生 CS 

４． 長谷川 大輔 １’52”24  Ｈ．28 日本学生 

  ５．  清水 歩空   １‘52“25    R． 6  日本学生 

６． 出羽 晃也 １’52”39  R． 6   日本学生 

７．  平松 聖隆 １’52”43  H．31 岡山県選手権 

  ８． 前家 空 １’52”77  Ｈ．26 関西学生 

  ９． 西桶 正倫 １’52”84  Ｈ．27 関西学生 

  １０． 原 嘉一 １’52”99  Ｈ．29 兵庫県長水路 
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 ●400Ｍ自由形      

  １． 森芳 慎平 3’55”67  Ｈ．26 ジャパンオープン 

  ２.     出羽 晃也 3’57”32  R． 6 関西学生 CS 

． ３.   長谷川 大輔 3’57”57  Ｈ．28 日本学生 

  ４． 北山 拓人 3’58”01  Ｈ．26 関西学生 

  ５． 佐野 武 3’58”29  Ｈ．27 兵庫県長水路 

  ６．  増田 達哉 3’59”46   R. ４ 兵庫県選手権 

７． 中村 豊 3’59”66  Ｈ．21 関西学生 

８． 原 嘉一 4’00”10  Ｈ．27 京都府選手権 

  ９． 森下 翔太 4’00”90  Ｈ．31 関西学生 

１０． 山田 晃誠 4’01”56  R．５ 関西学生 CS 

       

 ●1500Ｍ自由形      

  １． 森芳 慎平 15’24”47  Ｈ．26 日本学生 

  ２． 佐野 武 15’27”39  Ｈ．27 関西学生 

  ３． 北山 拓人 15’44”38  Ｈ．26 日本学生 

  ４． 長谷川 大輔 15’51”08  Ｈ．26 関西プレインカレ 

  ５． 原 嘉一 15’55”40  Ｈ．27 関西プレインカレ 

  ６． 中村 豊 16’07”44  Ｈ．21 兵庫県選手権 

  ７． 岡村 翼 16’11”31  Ｈ．29 神戸市民 

  ８． 山田 晃誠 16’12”54  R． 6 関西学生 

９． 加藤 拓也 16’19”82  H. 23 関西学生 

  １０． 大門 慶悟 16’21”55  R． 5 関西学生 

       

 ●100Ｍ平泳ぎ      

  １． 平井 佑典 １’01”05  R. 4 関西学生 

  ２． 和田 真哉 １’02”71  Ｈ．27 関西学生 

  ３． 瀬角 健太 １’02”76  Ｈ．27 日本学生 

  ４． 和佐田 勝久 １’02”87  Ｈ．21 関西学生 

  ５． 重塚 笙 １’03”10  Ｒ．５ 関西学生 

  ６． 大谷 洸 １’03”16  Ｈ．31 関西学生 CS 

  ７． 出井 義也 １’03”64  Ｈ．25 関西学生 CS 

８． 木本 聡 １’03”80  Ｈ．15 日本学生 

  ９． 丸山 碧斗 １’03”81  R．６ 関西学生 CS 

  １０． 武本 航志 １’03”86  Ｒ．6 日本学生 
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●200Ｍ平泳ぎ      

  １． 和佐田 勝久 2’14”45  Ｈ．21 関西学生 

  ２．  重塚 笙    2‘14”96         Ｒ．５ 関西学生 

３． 平井 佑典 2’16”40  R. ４ 関西学生 

４． 大谷 洸 2’16”49  Ｈ．30 関西学生 CS 

  ５． 森谷 郁海 2’16”60  R． 6 京都府選手権 

６． 瀬角 健太 2’16”63  Ｈ．28 日本選手権 

  ７． 平谷 源 2’18”01  Ｈ．21 関西学生 

  ８． 田中 優一 2’18”33  H．31 日本学生 

９． 齋藤 迅 2’18”45  R. １ 関西学生 CS 

  １０． 中嶋 康介 2’18”94  Ｈ．28 関西学生 CS 

     

●100Ｍ背泳ぎ      

  １． 塩川 裕也 55“77  R.  3 日本学生 

  ２． 高 大輔 56”31  R．５ 関西学生 

     ３． 三坂 一真 56”48  Ｈ．30 日本学生 

４． 立花 槙次郎 56”91  Ｈ．25 日本学生 

  ５． 今別府 俊成 57”12  Ｈ．21 関西学生 

  ６． 多田 匠吾 57”15  Ｈ．21 関西学生 

  ７． 佐多 直浩 57”18  Ｈ．30 関西学生 

８． 福本 勝太 57”21  R.  3 関西学生春季室内 

  ９． 林 隆太郎 57”29  Ｈ．13 日本学生 

  １０． 井上 裕介 57”69  Ｈ．27 日本学生 

   

 ●200Ｍ背泳ぎ      

  １． 塩川 裕也 ２’00”53  R. ３ 日本学生 

  ２． 立花 槙次郎 ２’01”17  Ｈ．27 日本選手権 

  ３．  高 大輔 ２’02”57  R. ５ 関西学生 CS 

４． 藤田 紘希 ２’02”85  R. ３ 日本学生 

  ５． 多田 匠吾 ２’03”89  Ｈ．21 関西学生 

  ６． 今別府 俊成 ２’05”54  Ｈ．24 関西学生 

  ７． 田島 初 ２’05”87  Ｈ．23 兵庫県長水路 

  ８． 三坂 一真 ２’06”12  Ｈ．31 日本選手権 

  ９． 林 隆太郎 ２’06”19  Ｈ．12 日本選手権 

  １０． 縄田 岳 ２’06”61  Ｈ．23 日本学生 
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●100Ｍバタフライ      

  １．  永井 悠介   53“87  Ｒ．４ 京都府選手権 

２． 竹下 祥平 53”98  Ｈ．25 日本学生 

  ３． 好川 大雅 54”02  R. ４ 関西学生 CS 

４． 杉井 郁哉 54”16  R. ５ 岡山県選手権 

  ５． 森下 翔太 54”28  R. ３ 関西学生春季 

  ６． 河村 拓実 54”44  Ｈ．21 日本学生 

  ７． 甲谷 直希 54”67  Ｈ．30 関西学生 

  ８． 那須野 諭 54”69  Ｈ．21 日本選手権 

  ９．  植田 竜成 54”72  R. ４ 兵庫県夏季公式 

  １０． 田中 廉汰朗 54”91  R． 6 関西学生 

       

 ●200Ｍバタフライ      

  １．  永井 悠介   ２’00“44  Ｒ．４ 京都府選手権 

２． 森芳 慎平 ２’00”69  Ｈ．26 ジャパンオープン 

  ３． 田中 一路 ２’01”10  R． 6 関西学生 

  ４． 田中 廉汰朗 ２’01”44  R． 6 関西学生 

  ５． 河村 拓実 ２’01”82  Ｈ．21 日本選手権 

  ６． 那須野 諭 ２’02”30  Ｈ．21 関西学生 

  ７． 鵜飼 夏也人 ２’02”41  Ｈ．26 日本学生 

  ８． 三辻 大四郎 ２’02”45  Ｈ．16 関西学生 

  ９．  岡村 翼 ２’02”53  Ｈ．30 関西学生 

  １０． 竹下 祥平 ２’02”82  Ｈ．25 日本学生 

    

 ●200Ｍ個人メドレー      

  １． 出井 義也 ２’03”56  Ｈ．25 日本学生 

2． 田中 一路 ２’03”59  R. 5 関西学生 CS 

  ３． 原 嘉一 ２’04”39  H．29 日本学生 

  ４． 山本 一貴 ２’05”20  Ｈ．27 関西学生 

  ５． 服部 季輝 ２’05”52  H．29 日本学生 

  ６． 前田 奨 ２’05”68  Ｈ．27 関西学生 

  ７． 前家 空 ２’05”76  Ｈ．26 関西学生 CS 

  ８． 森谷 郁海 ２’06”04  R． 6 尼崎市民 

  ９． 大平 理登 ２’06”38  R． 5 日本学生 

  １０． 鵜飼 建吾 ２’06”76  Ｈ．21 日本学生 
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 ●400Ｍ個人メドレー      

1．  田中 一路 ４’24”57  R. ６ 関西学生 CS 

  ２． 森芳 慎平 ４’26”99  Ｈ．25 大阪府選手権 

３． 鵜飼 夏也人 ４’28”11  Ｈ．28 日本学生 

  ４． 前田 奨 ４’28”78  Ｈ．27 日本学生 

  ５． 鵜飼 建吾 ４’29”52  Ｈ．21 関西学生 

  ６． 山本 一貴 ４’29”78  Ｈ．27 関西学生 

  ７． 前家 空 ４’30”93  Ｈ．24 関西学生 

  ８． 齊藤 瑛 ４’30”95  Ｒ． 6 兵庫県選手権 

  ９． 大谷 雄剛 ４’32”65  Ｒ． 4 関西学生 CS 

  １０． 小野 優 ４’32”99  Ｈ．25 関西学生 CS 

       

 ●400Ｍメドレーリレー 

   １． 塩川裕也・平井佑典・好川大雅・森下翔太  ３’40”48  R．３日本学生 

   ２．  塩川裕也・平井佑典・大川航輝・平松聖隆  ３’42”27  R．２日本学生 

  ３．  高大輔・平井佑典・永井悠介・堀敬貴       ３’42”47  Ｒ．４日本学生 

４．  高大輔・平井佑典・好川大雅・三原慶悟      ３’43”09  Ｒ．４関西学生 CS 

５．  三坂一真・大谷洸・大川航輝・平松聖隆  ３’43”95  H．31 関西学生 

  ６． 立花槙次郎・和田真哉・竹下祥平・樋口拓夢 ３’44”74  Ｈ．25 日本学生 

  ７． 立花槙次郎・瀬角健太・橘知毅・齊藤大己  ３’44”86  Ｈ．28 日本学生 

  ８． 立花槙次郎・和田真哉・甲谷直希・齊藤大己 ３’44”87  Ｈ．27 関西学生 

  ８． 高大輔・重塚笙・杉井郁哉・久世航大    ３’44”87 R. ５日本学生 

  ９． 井上裕介・瀬角健太・甲谷直希・崎久保拓洋 ３’45”16  Ｈ．27 日本学生 

  １０． 三坂一真・大谷洸・甲谷直希・平松聖隆  ３’45”16  Ｈ．30 関西学生 

     

 ●400Ｍフリーリレー 

  １． 三原慶悟・勝見駿佑・久世航大・森下翔太  ３’22”82  R． 3 関西学生 

２． 平松聖隆・佐多直浩・寺田弘剛・森下翔太  ３’23”16  Ｈ．31 日本学生 

３． 平松聖隆・佐多直浩・三原慶悟・森下翔太  ３’23”36  R． 2 日本学生  

  ４．  清水歩空・堀敬貴・三原慶悟・久世航大      ３’24”33 Ｒ．４ 関西学生 

５． 西桶正倫・崎久保拓洋・樋口拓夢・森元秀  ３’24”35  Ｈ．26 日本学生 

  ６． 平松聖隆・三坂一真・森下翔太・寺田弘剛  ３’24”57  Ｈ．31 関西学生 CS  

  ７． 清水歩空・中谷志優・丸山碧斗・久世航大  ３’24”65  R． 6 日本学生 

  ８． 樋口拓夢・文野知弥・崎久保拓洋・中村豊  ３’24”74  Ｈ．24 日本学生 

  ９． 森元秀・西桶正倫・崎久保拓洋・樋口拓夢  ３’24”75  Ｈ．26 関西学生 

  １０． 崎久保拓洋・齊藤大己・山本一貴・西桶正倫 ３’24”80  Ｈ．27 関西学生 
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 ●800Ｍフリーリレー    

１． 清水歩空・出羽晃也・田中一路・丸山碧斗         ７’30”46  R． 6 関西学生 CS 

  ２． 増田達哉・三原慶悟・森下翔太・高大輔         ７’30”90  R． 3 関西学生 

  ３．  増田達哉・清水歩空・堀敬貴・高大輔       ７’31”02 Ｒ．４ 日本学生 

４． 森下翔太・平松聖隆・冨田圭人・寺田弘剛         ７’31”23 Ｈ．31 関西学生 

  ５．  増田達哉・清水歩空・三原慶悟・高大輔      ７’31”77 Ｒ．４ 関西学生 

６． 森下翔太・平松聖隆・小林薫平・寺田弘剛         ７’31”92 Ｈ．31 関西学生 CS 

  ７． 前家空・森芳慎平・北山拓人・長谷川大輔         ７’32”21 Ｈ．26 関西学生 

  ８． 長谷川大輔・原嘉一・西村祐輝・寺田弘剛         ７’32”43  Ｈ．28 日本学生 

  ９． 平松聖隆・冨田圭人・寺田弘剛・原嘉一         ７’32”69  Ｈ．29 日本学生 

  １０． 北山拓人・原嘉一・長谷川大輔・西桶正倫         ７’32”76  Ｈ．27 日本学生 

 

 

【女子】       

 ●50Ｍ自由形      

  １． 遠藤 奈々 26”25  Ｈ．23 日本学生 

  ２． 山本 麻利 26”28  Ｈ．24 関西学生 

  ３． 小林 真衣 26”50  Ｈ．19 日本学生 

  ４． 天野 百望 26”56  R. ３ 関西学生 CS 

  ５． 平原 雪子 27”08  Ｈ．23 神戸市民 

  ６． 坂本 奈緒子 27”45  Ｈ．13 関西学生 

  ７． 丑本 加子 27”88  Ｈ．27 日本学生 

  ８．  濱田 莉子   27“95      R. 4   大阪府選 

９． 竹林 理子 27”96  H．30 京都府選 

  １０． 田中 清香 27”97  Ｈ．13 関西学生 

       

●100Ｍ自由形      

  １． 山本 麻利 57”46  Ｈ．24 関西学生 

  ２． 小林 真衣 57”83  Ｈ．19 日本学生 

  ３． 天野 百望 57”91  R. ４ 日本学生 

  ４． 遠藤 奈々 58”23  Ｈ．23 日本学生 

  ５． 平原 雪子 58”82  Ｈ．22 神戸市民 

  ６． 石垣 友美 59”67  Ｈ．15 関西学生 

  ７． 木村 友紀 59”97  Ｈ．23 神戸市民 

  ８． 山本 紗希 １’00”05  H．30 日本学生 

  ９ 小林 広果 １’00”20  Ｈ．22 兵庫学生 

  １０． 柴崎 愛子 １’00”44  Ｈ．19 コナミオープン 
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●200Ｍ自由形      

  １． 柴崎 愛子 ２’06”10  Ｈ．19 コナミオープン 

  ２． 石垣 友美 ２’06”12  Ｈ．14 日本選手権 

  ３． 竹林 理子 ２’06”26  H．30 関西学生 

  ４． 坂上 智美 ２’06”67  Ｈ．19 日本学生 

  ５． 山本 麻利 ２’06”87  Ｈ．24 関西学生 

  ６． 木村 友紀 ２’07”62  Ｈ．21 日本学生 

  ７． 笘井 柚伽 ２’08”96  Ｈ．23 神戸市民 

  ８． 小林 広果 ２’08”99  Ｈ．23 神戸市民 

  ９． 濵田 莉子 ２’09”16     R． ６ 関西学生 

  １０． 長井 もも香 ２’09”22  Ｈ．29 関西プレインカレ 

       

●400Ｍ自由形      

  １． 柴崎 愛子 ４’20”02  Ｈ．18 日本選手権 

  ２． 石垣 友美 ４’25”89  Ｈ．14 日本学生 

  ３． 坂上 智美 ４’26”90  Ｈ．19 日本学生 

  ４． 木村 友紀 ４’27”85  Ｈ．22 神戸市民 

  ５． 竹林 理子 ４’28”94  H．30 関西学生 

  ６． 長井 もも香 ４’28”96  Ｈ．26 日本学生 

  ７． 河津 なつみ ４’38”15  Ｈ．21 兵庫学生 

  ７． 高原 桜唯 ４’38”15  R． 6 関西学生 

  ９． 笘井 柚伽 ４’41”37  Ｈ．23 兵庫学生 

１０． 溝淵 真由 ４’46”08  R. ３ 関西学生 

       

●800M 自由形      

  １． 柴崎 愛子 ９’02”49  Ｈ．18 関西学生 

  ２． 長井 もも香 ９’09”83  Ｈ．27 関西学生 

  ３． 竹林 理子 ９’10”66  H．30 兵庫県長水路 

  ４． 木村 友紀 ９’18”69  Ｈ．22 神戸市民 

  ５． 小林 広果 ９’19”81  Ｈ．22 神戸市民 

  ６． 坂上 智美 ９’20”47  Ｈ．17 関西学生 

  ７． 林 みのり ９’28”48  H．30 兵庫県長水路 

  ８． 高原 桜唯 ９’33”28  R． 6 関西学生 

  ９． 藤原 絵美 ９’45”19  Ｈ．13 兵庫学生 

  １０． 松永 真彩子 ９’51”36  Ｈ．31 兵庫県夏季公式 
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●100Ｍ平泳ぎ      

  １． 西田 早織 １’10”64  Ｈ．21 関西学生 

  ２． 平原 雪子 １’11”17  Ｈ．22 千葉国体 

  ３． 山下 來花 １’14”90  Ｈ．29 関西学生 

  ４． 嶋 ゆかり １’15”06  Ｈ．16 日本学生 

  ５． 榎田 真由子 １’15”31  Ｈ．７ 関西学生 

  ６． 山本 麻利 １’15”60  Ｈ．25 神戸市民 

  ７． 寺本 里織 １’17”07  Ｈ．15 日本学生 

  ８． 西田 美樹 １’17”08  Ｈ．７ 日本学生 

  ９． 市原 なおみ １’17”13  Ｈ．８ 関西学生 

  １０． 金田 瑞穂 １’19”41  Ｈ．７ 関西学生 

 

●200Ｍ平泳ぎ      

  １． 西田 早織 ２’32”11  Ｈ．21 日本学生 

  ２． 平原 雪子 ２’36”99  Ｈ．23 関西学生 

  ３． 山下 來花 ２’39”78  Ｈ．29 関西学生 

  ４． 榎田 真由子 ２’40”89  Ｈ．４ 日本学生 

  ５． 西田 美樹 ２’41”80  Ｈ．７ 関西学生 

  ６． 寺本 里織 ２’44”46  Ｈ．15 関西学生 

  ７． 奥山 琴未 ２’44”85  Ｈ．24 日本学生 

  ８． 嶋 ゆかり ２’46”36  Ｈ．16 日本学生 

  ９． 市原 なおみ ２’48”03  Ｈ．８ 日本学生 

  １０． 金田 瑞穂 ２’50”55  Ｈ．７ 日本学生 

      

●100Ｍ背泳ぎ      

  １． 池田 千容 １’02”87  Ｈ．13 日本選手権 

  ２． 池田 益千 １’03”27  Ｈ．18 日本学生 

  ３． 高岡 幸恵 １’05”19  Ｈ．19 日本学生 

  ４． 田部井 美里 １’05”25  Ｈ．24 兵庫県選手権 

  ５． 大和 友梨絵 １’06”88  Ｈ．25 関西学生 

  ６． 寺脇 佳子 １’07”26  Ｈ．18 関西学生 

  ７． 濵田 莉子 １’07”59  R． 5 関西学生 CS 

  ８．  山城 夢芽   １’07”60        Ｒ．5  関西学生 

９． 神野 有香 １’08”92  Ｈ．27 関西学生ＣＳ 

  １０． 内藤 好 １’10”66  Ｈ．29 関西学生 

       

 

 



 

91 

 

●200Ｍ背泳ぎ      

  １． 池田 益千 ２’15”11  Ｈ．18 日本学生 

  ２． 池田 千容 ２’18”00  Ｈ．13 日本学生 

  ３． 高岡 幸恵 ２’18”02  Ｈ．19 日本選手権 

  ４． 田部井 美里 ２’20”47  Ｈ．23 京都学生 

  ５．  山城 夢芽   ２’24”79        Ｒ．４ 和歌山県選手権 

６． 濵田 莉子 ２’25”18  R. ３ 関西学生 

  ７． 大和 友梨絵 ２’25”74  Ｈ．25 関西学生 

  ８． 寺脇 佳子 ２’25”88  Ｈ．18 関西学生 

  ９． 神野 有香 ２’29”61  Ｈ．27 大阪府選手権 

  １０． 生田 彩 ２’31”20  Ｈ．31 関西学生 CS 

       

●100Ｍバタフライ      

  １． 小林 真衣 １’00”59  Ｈ．19 日本選手権 

  ２． 小林 広果 １’02”34  Ｈ．25 関西学生 

  ３． 渡瀬 夢花里 １’02”45  R. 5 関西学生 CS 

  ４．  太田 愛 １’02”61  Ｈ．14 関西学生   

５． 山本 紗希 １’02”96  Ｈ．27 関西学生 

  ６． 神野 舞 １’03”13  Ｈ．22 関西学生 

  ７． 笘井 柚伽 １’03”65  Ｈ．23 神戸市民 

  ８． 丑本 加子 １’04”14  Ｈ．27 関西学生 

  ９． 伊藤 かれん １’04”29  Ｈ．21 兵庫学生 

  １０． 中田 亜希美 １’04”30  Ｈ．15 関西学生 

       

●200M バタフライ      

  １．  渡瀬 夢花里  ２’15”92        Ｒ．４ 関西学生 

２． 太田 愛 ２’15”99  Ｈ．15 関西学生 

  ３． 神野 舞 ２’17”62  Ｈ．22 日本学生 

  ４． 小林 広果 ２’18”00  Ｈ．23 関西学生 

  ５． 伊藤 かれん ２’18”83  Ｈ．21 関西学生 

  ６． 山本 紗希 ２’19”25  Ｈ．27 日本学生 

  ７． 永岡 里彩 ２’20”49  Ｈ．25 日本学生 

  ８． 中田 亜希美 ２’21”10  Ｈ．15 関西学生 

  ９． 柴崎 愛子 ２’24”23  Ｈ．18 神戸市民 

  １０． 藤本 敦子 ２’26”12  Ｈ．11 関西学生 
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●200M 個人メドレー      

  １． 平原 雪子 ２’22”55  Ｈ．23 日本学生 

  ２． 柴崎 愛子 ２’23”34  Ｈ．17 大阪府選 

      ３． 濵田 莉子 ２’23”45  R. 5 関西学生 

  ４． 山本 麻利 ２’23”80  Ｈ．23 関西学生 

  ５． 永岡 里彩 ２’24”83  Ｈ．23 関西学生 

  ６． 石垣 友美 ２’27”39  Ｈ．17 大阪府春季 

  ７． 林 みのり ２’27”40  Ｈ．31 関西学生 

  ８． 池田 千容 ２’28”61  Ｈ．13 三大戦 

  ９． 長井 もも香 ２’28”68  Ｈ．29 大阪府選 

  １０． 内藤 好 ２’29”55  Ｈ．29 関西プレインカレ  

           

●400M 個人メドレー      

  １． 柴崎 愛子 ５’01”93  Ｈ．19 コナミオープン 

  ２． 濵田 莉子 ５’08”00  R．５ 関西学生 

  ３．  長井 もも香 ５’12”23  Ｈ．28 日本学生 

  ４． 林 みのり ５’14"15  Ｈ．31 関西学生 CS 

  ５． 藤本 敦子 ５’24”72  Ｈ．８ 関西学生 

  ６． 田中 清香 ５’25”58  Ｈ．12 兵庫学生 

  ７． 藤田 彩子 ６’36”67  Ｈ．４ 関西学生 

  ８． 藤森 裕子 ７’01”29  Ｈ．４ 関西学生 

     

●400M メドレーリレー      

  １． 田部井美里・平原雪子・小林広果・遠藤奈々  ４’16”53 Ｈ．23 日本学生 

  ２． 田部井美里・平原雪子・神野舞・遠藤奈々   ４’20”45 Ｈ．22 日本学生 

  ３． 高岡幸恵・西田早織・小林真衣・坂上智美   ４’20”61 Ｈ．19 関西学生 

  ４． 田部井美里・西田早織・伊藤かれん・木村友紀 ４’21”06 Ｈ．21 関西学生 

  ５． 池田千容・嶋ゆかり・小林真衣・柴崎愛子   ４’21”70 Ｈ．16 関西学生 

  ６． 池田益千・西田早織・小林真衣・柴崎愛子   ４’21”72 Ｈ．18 関西学生 

  ７． 田部井美里・山本麻利・小林広果・永岡里彩  ４’22”11 Ｈ．24 関西学生 

  ８． 池田千容・寺本里織・太田愛・石垣友美   ４’22”53 Ｈ．14 関西学生 

  ９． 大和友梨絵・山本麻利・小林広果・永岡里彩  ４’23”43 Ｈ．25 関西学生 

  １０． 池田益千・嶋ゆかり・太田愛・小林真衣   ４’24”04 Ｈ．17 関西学生 
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●200M フリーリレー      

１． 遠藤奈々・平原雪子・木村友紀・山本麻利     １’46”46 Ｈ．23 関西学生 

  ２． 遠藤奈々・平原雪子・木村友紀・田部井美里    １’49”73 Ｈ．21 関西学生 

  ３． 天野百望・濵田莉子・山城夢芽・渡瀬夢花里    １’49”98 R．５ 関西学生 

  ４． 小林真衣・福島由美子・池田千容・石垣友美    １’50”32 Ｈ．16 関西学生 

  ５． 小林真衣・福島由美子・柴崎愛子・坂上智美    １’50”54 Ｈ．18 関西学生 

  ６． 中田亜希美・池田千容・太田愛・石垣友美     １’50”64 Ｈ．14 関西学生 

  ７． 小林真衣・坂上智美・寺脇佳子・西田早織     １’50”69 Ｈ．19 関西学生 

  ８． 太田愛・福島由美子・柴崎愛子・石垣友美     １’51”07 Ｈ．15 関西学生 

  ９． 小林真衣・福島由美子・柴崎愛子・石垣友美    １’51”11 Ｈ．17 関西学生 

  １０． 小林真衣・福島由美子・坂上智美・石垣友美    １’51”20 Ｈ．17 日本学生 

     

●400M フリーリレー      

  １． 遠藤奈々・平原雪子・木村友紀・山本麻利     ３’55”70 Ｈ．23 関西学生 

  ２． 遠藤奈々・平原雪子・木村友紀・小林広果     ３’57”33 Ｈ．22 日本学生 

  ３． 山本麻利・小林広果・永岡里彩・田部井美里    ３’57”56 Ｈ．24 関西学生 

  ４． 小林真衣・柴崎愛子・坂上智美・石垣友美     ３’59”18 Ｈ．17 関西学生 

  ５． 山本麻利・小林広果・時枝美保・木村友紀     ３’59”24 Ｈ．23 日本学生 

  ６．  天野百望・濵田莉子・山城夢芽・渡瀬夢花里  ３’59”57    Ｒ．４ 関西学生 

７． 山本麻利・小林広果・永岡里彩・神野有香     ３’59”60 Ｈ．25 関西学生 

  ８． 小林真衣・柴崎愛子・坂上智美・福島由美子    ４’00”04 Ｈ．18 関西学生 

      ９．  天野百望・濵田莉子・佐野仁美・渡瀬夢花里  ４’00”55    Ｒ．４ 日本学生 

１０． 遠藤奈々・伊藤かれん・平原雪子・木村友紀    ４’01”03 Ｈ．21 関西学生 

       

●800M フリーリレー      

  １． 山本麻利・小林広果・平原雪子・木村友紀     ８’31”99 Ｈ．23 日本学生 

  ２． 木村友紀・小林広果・山本麻利・田部井美里    ８’34”73 Ｈ．22 関西学生 

  ３． 山本麻利・小林広果・永岡里彩・田部井美里    ８’35”17 Ｈ．24 関西学生 

  ４． 木村友紀・小林広果・田部井美里・山本麻利    ８’36”51 Ｈ．22 日本学生 

  ５． 竹林理子・山本紗希・林みのり・丑本加子     ８’37”82 H．30 関西学生 

  ６． 神野有香・永岡里彩・山本麻利・小林広果     ８’38”36 Ｈ．25 日本学生 

  ７． 河津なつみ・木村友紀・田部井美里・遠藤奈々  ８’43”17 Ｈ．21 日本学生 

  ８． 山本麻利・田部井美里・神野有香・永岡里彩    ８’43”63 Ｈ．24 兵庫学生 

  ９．  濵田莉子・天野百望・佐野仁美・渡瀬夢花里  ８’48”13    Ｒ．４ 関西学生 

１０． 永岡里彩・笘井柚伽・田部井美里・平原雪子    ８’48”32 Ｈ．23 兵庫学生 
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編集後記 

 

 

『弦泳第 3８号』はいかがでしたでしょうか。読んでいただく皆様にとって見易く、読み易く、そして楽しんでいただけ

る部誌になるよう心掛けて作成いたしました。 

 

今年度は、オリンピックイヤーということもあり、試合の開催がイレギュラーなものが多かったです。しかし、そのよう

な中でも一人一人が確実に実力をつけ、試合で皆が皆の結果を喜びあう姿がとても印象的でした。また、水球パート、競

泳パート共に新たな取り組みとして、中学生対象の「水球教室」「競泳教室」をボランティアとしてそれぞれ始めました。

そういった取り組みを含め様々な場面で、監督や主将、主務をはじめとした多くの人たちの努力と試行錯誤によって、水

上競技部がより良い部となるよう導いてくださいました。そのような中で、私自身、何か部に貢献できる取り組みを行い

たいという思いから、この『弦泳』の編集に立候補させていただきました。取り組みの中で、今まで見えていなかった、

OB・OG の皆様とのつながりというものを強く実感し、この編集をさせていただけて本当に良かったと思うことができま

した。 

 

最後になりましたが、ご多忙中にも関わらず本誌発行のため執筆にご協力下さいました諸先生方、諸先輩方にこの場を

お借りして深く御礼申し上げます。また、今後とも我が水上競技部への一層の御高配を賜りますよう、よろしくお願い申

し上げます。皆様の益々のご健康、ご活躍、そしてご発展をお祈り申し上げます。 

 

「弦泳第 3８号」編集者 

三年生 伊藤 寛記 

 

 

 

 


